
近
世
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
動
向

―
大
坂
～
九
州
間
を
中
心
に
―

鴨
　
頭

　
俊

　
宏

　

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
長
崎
奉
行
、
公
用
通
行
、
情
報
、
山
陽
道
、
瀬
戸
内
海

は
じ
め
に

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
東
昇
氏
・
井
上
淳
氏
・
玉
井
建
也
氏
そ
し
て
筆
者

な
ど
複
数
の
研
究
者
が
、
近
世
に
瀬
戸
内
海
路
を
め
ぐ
っ
て
形
成
し
た
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
本
格
的
に
分
析
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
向
は
、

一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
に
お
け
る
久
留
島
浩
氏
の
「
近
世
馳
走
」（

１
）

論
と
、
九
〇

年
代
に
丸
山
雍（

２
）

成
氏
な
ど
近
世
交
通
史
研
究
者
や
藪
内
吉（

３
）

彦
氏
な
ど
明
治
期
郵

便
史
研
究
者
の
あ
い
だ
か
ら
打
ち
だ
さ
れ
た
近
世
の
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報
機

能
の
提
起
に
問
題
関
心
を
導
か
れ
る
か
た
ち
で
、
瀬
戸
内
海
域
交
通
拠
点
の
御

用
留
を
分
析
し
つ
つ
公
用
通
行
者
の
迎
接
ま
で
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
補
完

を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
藩
領
世
界
だ
っ
た
該
域
を
め
ぐ
る
こ
の
本
格
化
は
、
幕
府
海
事
に

関
し
て
途
中
藩
権
力
を
経
由
せ
ず
対
象
諸
国
浦
々
の
地
域
社
会
（
海
辺
つ
き
の

村
々
も
含
む
）
へ
直
接
通
達
さ
れ
る
と
し
た
江
戸
時
代
の
公
儀
浦
触
の
原（

４
）

則
に

対
し
、
実
は
そ
れ
が
経
由
さ
れ
な
い
立
場
に
あ
る
藩
権
力
が
幕
府
海
事
を
支
え

る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
お
お
む
ね
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
幕
末
期
を
対
象
に
し
つ
つ
本
格
化
し

た
と
さ
れ
る
近
世
情
報
史
研（

５
）

究
を
、
幕
末
期
以
前
の
実
態
分
析
を
と
お
し
時
代

の
特
質
を
解
明
し
て
い
く
も
の
へ
深
化
さ
せ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　
か
か
る
研
究
で
は
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
「
八
原
家
文
書
」（
以

下
「
八
原
」
と
略
記
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は

第
一
章
で
説
明
す
る
と
し
て
、
簡
潔
に
い
え
ば
「
八
原
」
と
は
、
藩
直
営
の
休

泊
施
設
〝
御
茶
屋
〟
が
立
地
し
た
防
予
諸
島
伊
予
国
域
松
山
藩
領
の
津
和
地
島

（
現
愛
媛
県
松
山
市
）
に
、
代
々
藩
士
と
し
て
地
詰
し
つ
つ
藩
の
馳
走
を
担
う

八
原
氏
が
書
き
残
し
た
公
務
記
録
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
大
坂
と
九
州
の

長
崎
街
道
と
の
あ
い
だ
を
め
ぐ
る
広
範
囲
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
像
を
解

析
す
る
う
え
で
便
利
な
特
長
を
有
す
る
の
だ
が
、
そ
の
特
長
に
依
拠
し
つ
づ
け

る
あ
ま
り
生
じ
た
、
研
究
方
法
に
関
す
る
新
た
な
問
題
点
も
見
え
て
き
た
。
今

一
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後
か
か
る
研
究
が
日
本
近
世
史
の
特
質
を
見
と
お
す
も
の
と
評
価
さ
れ
る
た
め

に
は
、
関
係
各
研
究
者
の
提
起
内
容
が
ひ
と
ま
ず
出
そ
ろ
っ
た
今
、
区
切
り
を

つ
け
て
意
義
と
課
題
点
を
整
理
し
展
望
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
。

　
か
か
る
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
筆
者
は
、
前
稿
「
近
世
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ

る
情
報
の
研
究
と
そ
の
課
題
―
二
つ
の
『
な
ぜ
自
ら
通
行
情
報
を
収
集
す
る
の

か
』
―（

６
）」

で
、
ま
ず
当
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
本
質
を
提
起
す
る
こ
と
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
整
理
し
て
い
た
。
本
稿
は
、単
な
る
そ
の
続
き
で
は
な
く
、

前
段
で
述
べ
た
考
え
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
最
新
の
成
果
も
踏
ま
え
つ
つ
研

究
史
を
改
め
て
整
理
し
な
お
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

　津
和
地
と
「
八
原
」
の
概
要

　
ま
ず
、
研
究
で
対
象
の
中
心
に
な
っ
た
交
通
拠
点
津
和
地
と
史
料
「
八
原
」

と
に
つ
い
て
、
既
発
表
の
諸
論
考
か
ら
く
り
返
す
か
た
ち
と
な
る
が
、
概
要
を

簡
潔
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
　
　第
一
節

　瀬
戸
内
海
の
公
用
通
行
と
津
和
地

　
近
世
の
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ
っ
て
は
、
幕
府
上
使
・
外
国
使
節
・
藩
主
参
勤

交
代
な
ど
重
要
な
公
用
通
行
を
支
え
る
べ
く
、
関
係
諸
藩
が
こ
の
休
泊
施
設
を

立
地
さ
せ
て
、
そ
こ
を
拠
点
に
し
つ
つ
藩
と
し
て
の
馳
走
を
執
り
お
こ
な
っ
て

い
た
。
松
山
藩
直
営
の
津
和
地
御
茶
屋
も
、
こ
う
し
た
休
泊
施
設
網
を
成
す
一

つ
で
あ
る（

７
）。

　
津
和
地
御
茶
屋
が
立
地
す
る
津
和
地
島
は
、
防
予
諸
島
の
う
ち
忽
那
諸
島
部

を
成
す
有
人
島
嶼
群
の
一
つ
で
、
伊
予
国
域
に
属
し
て
い
る
。
津
和
地
島
が
属

し
た
旧
自
治
体
の
史
誌
『
中
島
町
誌
』（
一
九
六
八
年
）
に
よ
れ
ば
御
茶
屋
の

設
立
年
こ
そ
不
明
で
あ（

８
）

る
も
の
の
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
「
島
原
の

乱
」
の
こ
ろ
戦
地
へ
赴
く
軍
船
用
に
と
「
燈
籠
」（
＝
常
夜
灯
）
が
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
津
和
地
島
は
、
江
戸
時
代
の
早
い
段
階
よ
り
瀬
戸
内
海
の
主
要
航
路

に
お
け
る
通
過
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
当
時
の
主
要
航
路
は
基
本
的
に
山
陽
沿
岸
を
通
過
す
る
も
の

だ
っ
た
の
に
伊
予
国
に
属
す
る
津
和
地
島
が
そ
の
よ
う
な
位
置
を
得
た
の
に

は
、
当
時
、
山
陽
側
の
主
要
港
だ
っ
た
安
芸
国
の
下
蒲
刈
島
（
現
広
島
県
呉
市
）

と
周
防
国
の
家
室
（
現
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
）・
上
関
（
同
県
熊
毛
郡

上
関
町
）
と
を
結
ぶ
航
路
の
ち
ょ
う
ど
中
間
部
分
に
位
置
し
、
か
つ
島
嶼
の
構

造
が
帆
船
主
体
の
当
時
「
風
待
ち
」「
潮
待
ち
」
に
適
し
て
い
た
、
と
い
う
地

理
的
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　第
二
節

　交
通
拠
点
津
和
地
の
概
要

　
津
和
地
島
は
、
古
代
律
令
制
以
来
の
伊
予
国
風
早
郡
の
う
ち
忽
那
島
嶼
部

十
七
ヶ
村
（
現
在
で
は
「
中
島
地
方
」
と
も
い
う
。
い
く
つ
か
の
村
は
、
江
戸

時
代
の
な
か
で
も
改
廃
・
合
併
あ
り
）の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
諸
村
は
、松
山
・

大
洲
の
藩
領
と
幕
府
直
轄
地
と
に
分
か
れ
、
津
和
地
村
も
含
む
松
山
藩
領
十
村

で
は
「
忽
那
嶋
」
と
い
う
、一
つ
の
郡
的
0

0

行
政
区
域
を
成
し
て
い
た
。「
忽
那
嶋
」

の
行
政
は
基
本
的
に
松
山
藩
郡
奉
行
の
管
轄
下
で
あ
っ
て
、
藩
政
事
情
に
よ
り

郡
奉
行
が
廃
止
さ
れ
た
時
期
に
は
、
同
じ
奉
行
所
に
属
す
る
島
方
代
官
の
担
当

と
な
っ
て
い
る（

９
）。

そ
し
て
こ
の
区
域
に
は
、
忽
那
大
庄
屋
が
い
て
、
諸
村
役
人

二
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層
の
代
表
と
し
て
郡
奉
行
所
な
ど
藩
権
力
と
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
。

　『
中
島
町
誌
』
一
八
一
頁
所
収
第
十
九
表
「
各
村
の
面
積
・
石
高
表
（
懐
中

万
年
鏡
よ
り
）」に
よ
れ
ば
津
和
地
島（
村
）の
石
高
は
、安
永
五
年（
一
七
七
六
）

の
時
点
だ
と
、忽
那
島
嶼
部
（
中
島
地
方
）
全
体
二
，八
九
九
石
強
の
う
ち
五
％

弱
に
あ
た
る
一
四
〇
．
五
石
と
な
っ
て
お
り
、
村
勢
自
体
は
絶
対
的
に
も
相
対

的
に
も
決
し
て
大
き
く
な
い
。
し
か
し
、
現
存
史
料
を
読
む
限
り
八
原
氏
は
、

早
け
れ
ば
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に

）
（（
（

、
遅
く
と
も
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）に
は
津
和
地
で
直
接
、公
用
通
行
者
へ
の
馳
走
を
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る

）
（（
（

。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
八
原
氏
の
石
高
は
十
石
前
後
、
格
式
は
寄

合
大
小
姓
格
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
立
場
に
お
い
て
八
原
氏
は
、
着
任
後
に
忽

那
島
嶼
部
諸
村
の
庄
屋
と
血
縁
・
姻
戚
関
係
を
結
び
つ
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
津
和
地
を
め
ぐ
り
武
士
と
島
民
と
い
う
身
分
的
な
垣
根
を
越
え
つ
つ
地
域

社
会
で
一
体
的
に
な
り
な
が
ら
公
務
を
遂
行
す
る
か
た
ち
を
つ
く
り
あ
げ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
津
和
地
在
勤
を
、
明
治
維
新
ま
で
約
一
七
〇
年
間
も
続

け
た

）
（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
津
和
地
島
は
、
松
山
藩
に
と
っ
て
、
十
七
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
幕
末
維
新
に
い
た
る
ま
で
そ
の
藩
士
を
在
勤
さ
せ
つ
づ
け
る
ほ
ど
重
要
な

交
通
拠
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　第
三
節

　「八
原
」
の
概
要

　
本
節
で
の
説
明
に
つ
い
て
は
、表
１
の
う
ち
「
八
原
」
に
関
す
る
項
目
の
み
、

併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
八
原
氏
が
津
和
地
に
松
山
藩
士
と
し
て
代
々
在
勤
す
る
な
か
で
記
録
し
て
き

た
史
料
「
八
原
」
は
、
前
掲
『
中
島
町
誌
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
所

収
「
御
用
日
記
」
明
和
五
（
一
七
六
八
）
～
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
間
分

が
『
八
原
家
御
用
日
記
』
第
一
・
二

）
（（
（

巻
と
し
て
翻
刻
・
公
開
さ
れ
た
の
が
、
後

進
の
研
究
者
た
ち
に
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
問
題
関
心
を
導
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
筆
者
の
場
合
は
そ
う
だ
っ
た
。

　
東
昇
氏
が
執
筆
し
た
解

）
（（
（

題
に
よ
れ
ば
「
八
原
」
は
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

年
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
長
沼
賢
海
氏
が
借
用
し
て
戦
後
に
返
却
と

い
う
経
緯
の
あ
と
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
六
月
、
原
本
が
東
京
都
三
鷹
市

に
在
住
の
八
原
昌
元
氏
よ
り
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
た
。
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
た
文
書
の
総
数
は
一
三
一
点
で
、
①
「
御
用
日
記
」
八
十
八
点

（
ほ
ぼ
、
一
年
に
つ
き
一
冊
）、
②
「
公
儀
巡
検
」
関
係
十
四
点
、
③
「
異
国
人

漂
流
」
関
係
十
三
点
、
④
「
そ
の
他
」
十
六
点
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
一

方
で
、
九
州
大
学
に
い
っ
た
ん
移
さ
れ
た
際
「
御
用
日
記
」
系
の
多
く
が
筆
写

さ
れ
、
そ
の
本
は
現
在
、
同
じ
大
学
の
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館

　
九
州

文
化
史
資
料
部
門
（
文
学
部
内
）
に
「
長
沼
文
庫
」
所
収
史
料
の
一
つ
と
し
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。

　
な
お
、
う
ち
「
御
用
日
記
」
の
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
表
１
に
整
理
し
た
と

お
り
、
原
本
・
筆
写
本
・
翻
刻
刊
行
版
の
あ
い
だ
で
現
存
状
況
に
相
違
が
あ
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
「
八
原
」
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
の
は
、
以
下
に
挙
げ
る
二
つ
の
特
長
が
主
要
因
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
津
和
地
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
き
た
な
ど
と
い
っ
た
単
な
る
事
実

三
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層
の
代
表
と
し
て
郡
奉
行
所
な
ど
藩
権
力
と
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
。

　『
中
島
町
誌
』
一
八
一
頁
所
収
第
十
九
表
「
各
村
の
面
積
・
石
高
表
（
懐
中

万
年
鏡
よ
り
）」に
よ
れ
ば
津
和
地
島（
村
）の
石
高
は
、安
永
五
年（
一
七
七
六
）

の
時
点
だ
と
、忽
那
島
嶼
部
（
中
島
地
方
）
全
体
二
，八
九
九
石
強
の
う
ち
五
％

弱
に
あ
た
る
一
四
〇
．
五
石
と
な
っ
て
お
り
、
村
勢
自
体
は
絶
対
的
に
も
相
対

的
に
も
決
し
て
大
き
く
な
い
。
し
か
し
、
現
存
史
料
を
読
む
限
り
八
原
氏
は
、

早
け
れ
ば
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に

）
（（
（

、
遅
く
と
も
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）に
は
津
和
地
で
直
接
、公
用
通
行
者
へ
の
馳
走
を
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る

）
（（
（

。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
八
原
氏
の
石
高
は
十
石
前
後
、
格
式
は
寄

合
大
小
姓
格
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
立
場
に
お
い
て
八
原
氏
は
、
着
任
後
に
忽

那
島
嶼
部
諸
村
の
庄
屋
と
血
縁
・
姻
戚
関
係
を
結
び
つ
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
津
和
地
を
め
ぐ
り
武
士
と
島
民
と
い
う
身
分
的
な
垣
根
を
越
え
つ
つ
地
域

社
会
で
一
体
的
に
な
り
な
が
ら
公
務
を
遂
行
す
る
か
た
ち
を
つ
く
り
あ
げ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
津
和
地
在
勤
を
、
明
治
維
新
ま
で
約
一
七
〇
年
間
も
続

け
た

）
（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
津
和
地
島
は
、
松
山
藩
に
と
っ
て
、
十
七
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
幕
末
維
新
に
い
た
る
ま
で
そ
の
藩
士
を
在
勤
さ
せ
つ
づ
け
る
ほ
ど
重
要
な

交
通
拠
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　第
三
節

　「八
原
」
の
概
要

　
本
節
で
の
説
明
に
つ
い
て
は
、表
１
の
う
ち
「
八
原
」
に
関
す
る
項
目
の
み
、

併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
八
原
氏
が
津
和
地
に
松
山
藩
士
と
し
て
代
々
在
勤
す
る
な
か
で
記
録
し
て
き

た
史
料
「
八
原
」
は
、
前
掲
『
中
島
町
誌
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
所

収
「
御
用
日
記
」
明
和
五
（
一
七
六
八
）
～
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
間
分

が
『
八
原
家
御
用
日
記
』
第
一
・
二

）
（（
（

巻
と
し
て
翻
刻
・
公
開
さ
れ
た
の
が
、
後

進
の
研
究
者
た
ち
に
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
問
題
関
心
を
導
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
筆
者
の
場
合
は
そ
う
だ
っ
た
。

　
東
昇
氏
が
執
筆
し
た
解

）
（（
（

題
に
よ
れ
ば
「
八
原
」
は
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

年
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
長
沼
賢
海
氏
が
借
用
し
て
戦
後
に
返
却
と

い
う
経
緯
の
あ
と
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
六
月
、
原
本
が
東
京
都
三
鷹
市

に
在
住
の
八
原
昌
元
氏
よ
り
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
た
。
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
た
文
書
の
総
数
は
一
三
一
点
で
、
①
「
御
用
日
記
」
八
十
八
点

（
ほ
ぼ
、
一
年
に
つ
き
一
冊
）、
②
「
公
儀
巡
検
」
関
係
十
四
点
、
③
「
異
国
人

漂
流
」
関
係
十
三
点
、
④
「
そ
の
他
」
十
六
点
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
一

方
で
、
九
州
大
学
に
い
っ
た
ん
移
さ
れ
た
際
「
御
用
日
記
」
系
の
多
く
が
筆
写

さ
れ
、
そ
の
本
は
現
在
、
同
じ
大
学
の
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館

　
九
州

文
化
史
資
料
部
門
（
文
学
部
内
）
に
「
長
沼
文
庫
」
所
収
史
料
の
一
つ
と
し
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。

　
な
お
、
う
ち
「
御
用
日
記
」
の
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
表
１
に
整
理
し
た
と

お
り
、
原
本
・
筆
写
本
・
翻
刻
刊
行
版
の
あ
い
だ
で
現
存
状
況
に
相
違
が
あ
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
「
八
原
」
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
の
は
、
以
下
に
挙
げ
る
二
つ
の
特
長
が
主
要
因
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
津
和
地
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
き
た
な
ど
と
い
っ
た
単
な
る
事
実

三
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表１　史料「八原」「石井」の現存および公開状況、1768～1829年

№
西
暦
年

和暦年

「八原」所収「御用日記」 「石井」所収「御用留」
および長崎上使関係帳

Ａ．
原本

Ｂ．九
大所蔵
写本　

Ｃ．『八原家御
用日記』 Ｄ．　

『石井』

Ｅ．そのほか 
上使関係

巻１ 巻２ 「下宿帳」 金銭・
人馬

1 1768
明和

5 ● ○ ◎
2 69 6 ● ○ ◎
3 70 7 ● ※1）
4 71 8 ● ◎ ◎
5 72

安永

1 ●
6 73 2 ●
7 74 3 ● ◎ ◎ ● ●
8 75 4 ● ● ●
9 76 5 ● ◎ ◎ ●
10 77 6 ●
11 78 7 ● ●
12 79 8 ● ● ●
13 80 9 ● ◎ ◎ ● ●
14 81

天明

1 ● ◎ ◎ ● ●
15 82 2 ● ◎ ◎ ●
16 83 3 ●
17 84 4 ● ○ ○ ● ●
18 85 5 ● ●
19 86 6 ● ◎ ◎ ◎ ● ●
20 87 7 ▲ ▲ ◎ ● ●
21 88 8 ● ◎ ◎ ◎ ● ●
22 89

寛政

1 ▲ ▲ ◎
23 90 2 ※2） ◎ ● ●
24 91 3 ● ◎ ◎ ◎ ●
25 92 4 ▲ ▲ ◎
26 93 5 ● ○ ◎ ◎ ●
27 94 6 ● ◎ ●
28 95 7 ● ○ ◎ ◎ ●
29 96 8 △ △ ◎ ● ●
30 97 9 ● ◎ ◎ ◎ ●
31 98 10 ● ◎ ◎ ◎ ●
32 99 11 ● ◎ ●
33 1800 12 ● ◎ ◎ ◎ ●
34 01

享和
1 ● ◎ ◎ ●

35 02 2 ● ◎ ◎ ●
36 03 3 ● ◎ ●
37 04

文化

1 ● ◎ ●
38 05 2 ● ○ ◎ ● ●
39 06 3 ● ◎ ● ●
40 07 4 ● ◎
41 08 5 ● ◎ ●
42 09 6 ● ◎ ◎ ●
43 10 7 ● ○ ◎ ● ●
44 11 8 ● ◎
45 12 9 ● ◎ ◎ ●
46 13 10 ● ◎ ●
47 14 11 ● ◎ ◎ ●
48 15 12 ● ◎ ●
49 16 13 ● ◎ ◎ ●
50 17 14 ◎ ●
51 18

文政

1 ● ◎ ●
52 19 2 ● ◎ ◎
53 20 3 △ ◎ ●
54 21 4 ● ◎ ●
55 22 5 ● ○
56 23 6 ● ◎ ◎ ●
57 24 7 ● ○ ●
58 25 8 ● ◎ ●
59 26 9 ● ○ ●
60 27 10 ● ○ ◎
61 28 11 ●
62 29 12 ●

註
（表の見方）　●印は、その史

料原本が現存し公開されて
いることを意味する（マイ
クロフィルムにて公開も含
む）。◎印は、現存するそ
の史料原本が翻刻されてい
ることを意味する。ただし、
そのうち摘録は○印とし
た。▲印は、その史料こそ
翻刻されているものの、原
本が所在不明になっている
ことを意味する。摘録は△
印とした。Ｅの「下宿帳」「人
馬・金銭」について。前者
は宿泊者の姓名・格など
を、後者は公用通行１件ご
とに要した助郷負担（人
足・馬・金銭が主）の内容
をもっぱら記録したもの。
なお、網かけした年代は「八
原」『石井』双方とも御用
記録が現存することから、
両者の対比が可能であるこ
とを意味する。

（１）　№３明和７年（1770）
行の「※1）」印について。

『八原家御用日記』第１巻
では、幕府御目附役土屋帯
刀（廉直ヵ）ら対馬下向な
どへの馳走を記する年号未
詳〝御用記録〟が、その年
の「御用日記」として収録
されている。しかし、これ
は文化３年（1806）の同じ
人名の対馬上使に関する

「御用日記」の誤りと推定
する。

（２）　№23寛政２年（1790）
行の「※2）」印について。
その年の「御用日記」は現
存していないものの「琉球
人来朝御用記」と題する琉
球使節への応接を記録した
日記が、筆写され残されて
いる。

依�拠：Ａは「八原家文書目録」
（『「愛媛県歴史文化博物館
資料目録」第７集　武家文
書目録』112 ～ 114頁）、Ｂ
は『九州大学デジタルアー
カイブ』「記録史料データ
ベース」＞「九州文化史所
蔵写本」＞「一覧」（http://
record.museum.kyushu-u.ac.jp/
search/result_list.html?selected_
table=bunkashi.bunkashi）。
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の
み
を
記
録
す
る
の
で
は
な
く
、受
信
し
た
廻
状
（
史
料
で
は
「
来
状
」「
飛
札
」

な
ど
と
も
表
記
）
に
添
付
さ
れ
る
書
簡
の
写
ま
で
も
ほ
ぼ
忠
実
に
転
写
し
て
い

た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
写
を
一
点
ず
つ
順
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

通
行
者
が
出
発
し
て
以
降
い
か
な
る
行
程
で
津
和
地
ま
で
通
行
し
、
一
方
い
か

な
る
経
緯
で
そ
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
史
料
だ
け
で
日
時
ま
で
含

め
て
大
坂
～
九
州
間
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
大
半
を
う
か
が
い
知
れ

た
（
出
発
日
に
関
す
る
情
報
だ
け
な
ら
、
江
戸
な
ど
東
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
た

も
の
も
読
み
と
り
可
能
で
あ
る
）。

　
二
つ
め
は
「
御
用
日
記
」
原
本
の
、
現
存
量
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
明
和
五
年

よ
り
明
治
初
年
（
一
八
六
八
）
分
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
連
続
し
て
現
存
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
世
紀
に
わ
た
る
長
期
的
な
変
化
が
読
み
と
れ
よ
う
。
漂
着
異

国
人
移
送
団
へ
の
馳
走
の
記
録
に
つ
い
て
も
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
「
御
用

日
記
」
別
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
分
析
可
能
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
理
的
に
み
れ
ば
近
世
瀬
戸
内
海
の
な
か
で
も
特
殊
に
位
置
づ
け

ら
れ
よ
う
津
和
地
島
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
関
す
る
史
料
的
な
価
値
よ
り
、
大
坂

～
九
州
間
の
公
用
通
行
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
析
す
る
う
え
で
重

要
な
研
究
対
象
な
の
で
あ
る
。

第
二
章

　研
究
動
向
の
整
理

　
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
長
を
有
す
る
「
八
原
」
を
用
い
た
研
究
が
、
こ
れ
ま

で
い
か
に
進
展
し
、
関
係
す
る
研
究
全
体
の
な
か
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
。
本
章
で
は
、
そ
の
大
ま
か
な
流
れ
を
示
す
表
２
を
用
い
な
が
ら
、
研
究

動
向
を
整
理
し
よ
う
。
説
明
の
順
序
に
つ
い
て
は
「
八
原
」
が
愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
る
研
究
が
萌
芽
し
た
二
〇
〇
〇
年
を
基

準
年
と
設
定
し
、
ま
ず
そ
れ
以
前
に
お
け
る
学
界
で
の
研
究
に
対
す
る
提
起
を

整
理
し
て
か
ら
、
研
究
者
ご
と
の
分
析
内
容
を
順
に
整
理
す
る
か
た
ち
を
と
り

た
い
。

　
な
お
、
以
下
の
論
述
に
つ
い
て
、
表
２
で
掲
げ
た
玉
井
氏
と
筆
者
の
諸
論
考

を
用
い
な
が
ら
説
明
す
る
場
合
は
、
そ
の
表
中
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
で
挙

げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　第
一
節

　二
〇
〇
〇
年
以
前
の
研
究
に
対
す
る
提
起

　
一
九
八
六
年
に
お
け
る
久
留
島
浩
氏
の
近
世
「
馳
走
」
論
に
問
題
関
心
を
導

か
れ
る
か
た
ち
で
、
藩
領
社
会
の
馳
走
を
め
ぐ
る
情
報
収
集
の
あ
り
よ
う
を
本

格
的
に
分
析
し
て
い
く
研
究
が
萌
芽
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
ご

ろ
と
思
わ
れ
る
。

　（
１
）　
高
野
信
治
氏
の
研
究

　
そ
の
著
書
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制

）
（（
（

』

（
一
九
九
七
年
）
は
、
佐
賀
藩
の
情
報
活
動
に
注
目
し
、
馳
走
に
関
す
る

情
報
収
集
は
宿
駅
間
だ
け
で
な
く
、
領
主
層
間
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　（
２
）　
今
村
和
昭
氏
の
研
究

　
翌
九
八
年
、
そ
の
論
考
「
幕
府
巡
見
使
迎
接

に
お
け
る
在
地
の
馳
走

）
（（
（

」
は
、
上
野
国
（
現
群
馬
県
）
に
お
け
る
幕
府

巡
見
使
迎
接
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
「
馳
走
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
像
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
天
保

五
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の
み
を
記
録
す
る
の
で
は
な
く
、受
信
し
た
廻
状
（
史
料
で
は
「
来
状
」「
飛
札
」

な
ど
と
も
表
記
）
に
添
付
さ
れ
る
書
簡
の
写
ま
で
も
ほ
ぼ
忠
実
に
転
写
し
て
い

た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
写
を
一
点
ず
つ
順
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

通
行
者
が
出
発
し
て
以
降
い
か
な
る
行
程
で
津
和
地
ま
で
通
行
し
、
一
方
い
か

な
る
経
緯
で
そ
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
史
料
だ
け
で
日
時
ま
で
含

め
て
大
坂
～
九
州
間
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
大
半
を
う
か
が
い
知
れ

た
（
出
発
日
に
関
す
る
情
報
だ
け
な
ら
、
江
戸
な
ど
東
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
た

も
の
も
読
み
と
り
可
能
で
あ
る
）。

　
二
つ
め
は
「
御
用
日
記
」
原
本
の
、
現
存
量
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
明
和
五
年

よ
り
明
治
初
年
（
一
八
六
八
）
分
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
連
続
し
て
現
存
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
世
紀
に
わ
た
る
長
期
的
な
変
化
が
読
み
と
れ
よ
う
。
漂
着
異

国
人
移
送
団
へ
の
馳
走
の
記
録
に
つ
い
て
も
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
「
御
用

日
記
」
別
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
分
析
可
能
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
理
的
に
み
れ
ば
近
世
瀬
戸
内
海
の
な
か
で
も
特
殊
に
位
置
づ
け

ら
れ
よ
う
津
和
地
島
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
関
す
る
史
料
的
な
価
値
よ
り
、
大
坂

～
九
州
間
の
公
用
通
行
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
析
す
る
う
え
で
重

要
な
研
究
対
象
な
の
で
あ
る
。

第
二
章

　研
究
動
向
の
整
理

　
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
長
を
有
す
る
「
八
原
」
を
用
い
た
研
究
が
、
こ
れ
ま

で
い
か
に
進
展
し
、
関
係
す
る
研
究
全
体
の
な
か
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
。
本
章
で
は
、
そ
の
大
ま
か
な
流
れ
を
示
す
表
２
を
用
い
な
が
ら
、
研
究

動
向
を
整
理
し
よ
う
。
説
明
の
順
序
に
つ
い
て
は
「
八
原
」
が
愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
る
研
究
が
萌
芽
し
た
二
〇
〇
〇
年
を
基

準
年
と
設
定
し
、
ま
ず
そ
れ
以
前
に
お
け
る
学
界
で
の
研
究
に
対
す
る
提
起
を

整
理
し
て
か
ら
、
研
究
者
ご
と
の
分
析
内
容
を
順
に
整
理
す
る
か
た
ち
を
と
り

た
い
。

　
な
お
、
以
下
の
論
述
に
つ
い
て
、
表
２
で
掲
げ
た
玉
井
氏
と
筆
者
の
諸
論
考

を
用
い
な
が
ら
説
明
す
る
場
合
は
、
そ
の
表
中
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
で
挙

げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　第
一
節

　二
〇
〇
〇
年
以
前
の
研
究
に
対
す
る
提
起

　
一
九
八
六
年
に
お
け
る
久
留
島
浩
氏
の
近
世
「
馳
走
」
論
に
問
題
関
心
を
導

か
れ
る
か
た
ち
で
、
藩
領
社
会
の
馳
走
を
め
ぐ
る
情
報
収
集
の
あ
り
よ
う
を
本

格
的
に
分
析
し
て
い
く
研
究
が
萌
芽
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
ご

ろ
と
思
わ
れ
る
。

　（
１
）　
高
野
信
治
氏
の
研
究

　
そ
の
著
書
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制

）
（（
（

』

（
一
九
九
七
年
）
は
、
佐
賀
藩
の
情
報
活
動
に
注
目
し
、
馳
走
に
関
す
る

情
報
収
集
は
宿
駅
間
だ
け
で
な
く
、
領
主
層
間
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　（
２
）　
今
村
和
昭
氏
の
研
究

　
翌
九
八
年
、
そ
の
論
考
「
幕
府
巡
見
使
迎
接

に
お
け
る
在
地
の
馳
走

）
（（
（

」
は
、
上
野
国
（
現
群
馬
県
）
に
お
け
る
幕
府

巡
見
使
迎
接
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
「
馳
走
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
像
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
天
保

五

25
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表
２

　
史

料
「

八
原

」
を

め
ぐ

る
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
の

動
向

、
1985

～
2011年

西暦年
研

究
に

対
す

る
提

起

幕
府

・
藩

の
公

用
通

行
外

国
使

節

そ
 の

 ほ
 か

漂
着

異
国

人
移

送
長

崎
上

使
朝

鮮
通

信
使

琉
球

使
節

・
公

儀
浦

触
あ

り
・

宿
駅

宛
先

触
な

し
・

公
儀

浦
触

な
し

・
宿

駅
宛

先
触

あ
り

・
幕

府
に

よ
る

御
馳

走
・

松
山

藩
独

自
の

迎
接

・
公

儀
浦

触
あ

り
・

長
崎

上
使

と
類

似
1985

・『
八

原
家

御
用

日
記

』
第

１
巻

の
刊

行
（

明
和

５
～

天
明

７
年

間
分

）
86

・
久

留
島

浩
　

近
世

「
馳

走
」

論
・

西
村

亀
太

郎
「

八
原

家
御

用
日

記
摘

録
」（『

愛
媛

の
文

化
』

25号
）

87
・『

八
原

家
御

用
日

記
』

第
２

巻
の

刊
行

（
天

明
８

～
寛

政
12年

間
分

）
888990

・
水

本
邦

彦
　

公
儀

浦
触

を
本

格
的

に
問

題
提

起
・

呉
市

入
船

山
記

念
館

編
『

広
島

藩
・

朝
鮮

通
信

使
来

聘
記

』
91

・
石

丸
和

雄
「

八
原

家
御

用
日

記
を

読
ん

で
」

上
・

下
（『

伊
予

史
談

』
286・

287号
）

92
・

丸
山

雍
成

　
近

世
交

通
史

研
究

の
立

場
か

ら
問

題
提

起
939495

・
水

本
邦

彦
　

公
儀

浦
触

の
全

国
的

な
伝

達
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

そ
の

成
立

段
階

を
提

示
9697

・
高

野
信

治
　

馳
走

情
報

の
収

集
は

領
主

層
で

も
実

施
、

と
提

起
・

梶
輝

行
「

長
崎

聞
役

と
情

報
」（

岩
下

哲
典

・
真

栄
平

房
昭

編
『

近
世

日
本

の
海

外
情

報
』）

98
・

今
村

和
昭

　
馳

走
と

情
報

の
関

連
性

を
実

証
99

・「
八

原
」、

愛
媛

県
歴

史
文

化
博

物
館

へ
寄

託
2000

・
藪

内
吉

彦
　

明
治

期
郵

便
史

研
究

の
立

場
か

ら
問

題
提

起
○

東
昇

「
八

原
家

文
書

解
題

」（『
愛

媛
県

歴
史

文
化

博
物

館
資

料
目

録
』

第
７

集
）

01
○

井
上

淳《
問

題
提

起
》「

瀬
戸

内
海

の
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク（
副

題
略

）」（『
地

方
史

研
究

』292号
）

02
・

髙
部

淑
子

　
近

世
情

報
史

研
究

の
回

顧
と

展
望

03
・

山
下

堅
太

郎
「

近
世

前
期

に
お

け
る

公
儀

浦
触

に
つ

い
て

（
副

題
略

）」（
土

佐
山

内
家

宝
物

資
料

館
編

『
研

究
紀

要
』

１
号

）
04

●
鴨

頭
俊

宏
ａ

05
・

和
田

実
　

東
海

道
で

の
独

自
の

情
報

「
心

得
触

」
を

提
起

●
鴨

頭
俊

宏
ｂ

◎
玉

井
建

也
ａ

06
●

鴨
頭

俊
宏

ｃ
●

鴨
頭

俊
宏

ｄ
◎

玉
井

建
也

ｂ
●

鴨
頭

俊
宏

ｅ
　「

心
得

触
」

等
と

の
比

較
07

◎
玉

井
建

也
ｃ

08
・

岡
本

健
一

郎
　

異
国

船
対

応
を

め
ぐ

る
藩

庁
間

の
連

絡
を

分
析

　
飯

沼
雅

行
　

支
配

構
造

の
視

点
で

広
域

的
役

負
担

を
提

起
●

鴨
頭

俊
宏

ｆ
◎

玉
井

建
也

ｄ
09

●
鴨

頭
俊

宏
ｇ

●
鴨

頭
俊

宏
ｈ

◎
玉

井
建

也
ｅ

○
東

昇
編

『
近

世
伊

予
越

智
島

地
域

に
お

け
る

流
動

す
る

人
・

物
・

情
報

（
副

題
略

）』
10

・
守

友
隆

　
藩

世
界

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
階

層
性

を
提

起
●

鴨
頭

俊
宏

ｉ

11
◎

玉
井

建
也

ｆ
●

鴨
頭

俊
宏

ｊ
　

越
智

嶋
の

地
域

社
会

史
研

究
の

視
点

か
ら

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
提

起
註

　
玉

井
建

也
ａ

�「
琉

球
使

節
通

航
に

関
す

る
情

報
収

集
に

つ
い

て
―

伊
予

国
津

和
地

島
を

事
例

と
し

て
―

」（
同

編
『

2005年
度

紙
屋

ゼ
ミ

共
同

研
究

成
果

報
告

書
　

近
世

日
本

に
お

け
る

外
国

使
節

と
社

会
変

容
―

「
儀

衛
正

日
記

」
を

読
む

―
』、

紙
屋

敦
之

研
究

室
）

　
　

　
　

　
　

ｂ
「

琉
球

使
節

通
行

に
対

す
る

『
御

仕
構

』
態

勢
に

つ
い

て
―

伊
予

国
津

和
地

島
を

事
例

と
し

て
―

」（『
早

稲
田

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

紀
要

』
51－

４
号

）
　

　
　

　
　

　
ｃ

「
朝

鮮
通

信
使

・
琉

球
使

節
通

航
と

情
報

・
接

待
・

応
対

―
伊

予
国

津
和

地
島

を
事

例
と

し
て

―
」（『

風
俗

史
学

』
36号

）
　

　
　

　
　

　
ｄ

「
近

世
琉

球
使

節
通

航
と

海
域

を
め

ぐ
る

情
報

―
伊

予
国

津
和

地
島

を
事

例
と

し
て

―
」（『

日
本

歴
史

』
727号

）
　

　
　

　
　

　
ｅ

「
朝

鮮
通

信
使

へ
の

接
待

と
情

報
収

集
―

伊
予

国
津

和
地

島
を

中
心

と
し

て
―

」（『
地

方
史

研
究

』
341号

）
　

　
　

　
　

　
ｆ

「
近

世
に

お
け

る
海

上
馳

走
と

瀬
戸

内
海

―
伊

予
国

津
和

地
島

を
事

例
と

し
て

―
」（『

情
報

学
研

究
』

№
81）

　
　

鴨
頭

俊
宏

ａ
「

瀬
戸

内
海

の
公

儀
浦

触
ル

ー
ト

と
津

和
地

御
茶

屋
」（『

伊
予

史
談

』
333号

）
　

　
　

　
　

　
ｂ

《
研

究
ノ

ー
ト

》「
瀬

戸
内

海
の

公
用

通
行

に
関

わ
る

情
報

と
播

磨
室

津
・

名
村

氏
―

長
崎

上
使

御
下

向
の

事
例

を
手

掛
か

り
に

―
」（『

史
学

研
究

』
249号

）
　

　
　

　
　

　
ｃ

「
公

儀
浦

触
山

陽
ル

ー
ト

と
松

山
藩

の
情

報
ル

ー
ト

―
岩

城
～

津
和

地
ル

ー
ト

の
明

確
化

過
程

を
手

掛
か

り
に

―
」

上
・

下
（『

伊
予

史
談

』
339・

340号
）

　
　

　
　

　
　

ｄ
「

近
世

瀬
戸

内
海

の
公

用
通

行
に

関
わ

る
情

報
機

能
に

つ
い

て
―

公
儀

役
の

下
り

通
行

を
中

心
に

―
」（『

史
学

研
究

』
252号

）
　

　
　

　
　

　
ｅ

「
近

世
瀬

戸
内

海
の

公
用

通
行

に
関

わ
る

情
報

と
そ

の
特

質
―

情
報

の
共

有
を

巡
る

問
題

を
中

心
に

―
」（『

中
国

四
国

歴
史

学
地

理
学

協
会

年
報

』
２

号
）

　
　

　
　

　
　

ｆ
「

近
世

瀬
戸

内
海

路
を

め
ぐ

る
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

―
山

陽
～

四
国

間
に

お
け

る
交

換
・

共
有

の
あ

り
方

を
中

心
に

―
」（

地
方

史
研

究
協

議
会

編
『

歴
史

に
見

る
四

国
―

そ
の

内
と

外
と

―
』、

雄
山

閣
）

　
　

　
　

　
　

ｇ
《

研
究

動
向

》「
近

世
瀬

戸
内

海
域

を
め

ぐ
る

情
報

の
研

究
と

そ
の

課
題

―
二

つ
の

『
な

ぜ
自

ら
通

行
情

報
を

収
集

す
る

の
か

』
―

」（『
社

会
経

済
史

学
会

中
国

四
国

部
会

「
会

報
」』

35号
）

　
　

　
　

　
　

ｈ
「

近
世

非
直

轄
交

通
路

間
を

め
ぐ

る
情

報
―

長
崎

上
使

帰
府

情
報

の
瀬

戸
内

海
路

へ
の

伝
達

過
程

か
ら

―
」（『

交
通

史
研

究
』

68号
）

　
　

　
　

　
　

ｉ
「

近
世

後
期

に
お

け
る

異
国

船
対

策
と

瀬
戸

内
海

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

―
芸

予
・

防
予

諸
島

を
め

ぐ
る

漂
着

異
国

人
の

長
崎

移
送

情
報

を
中

心
に

―
」（『

内
海

文
化

研
究

紀
要

』
38号

）
　

　
　

　
　

　
ｊ

《
研

究
動

向
》「

越
智

嶋
古

文
書

の
再

検
討

は
じ

ま
る

―
岩

城
・

関
前

の
史

料
調

査
か

ら
―

」（『
史

学
研

究
』

273号
）
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九
年
（
一
八
三
八
）
巡
見
使
の
事
例
と
な
れ
ば
、
到
着
直
前
の
段
階
で

も
通
行
者
み
ず
か
ら
順
次
通
行
に
関
す
る
触
を
発
し
廻
達
さ
せ
て
い
た

一
方
で
、
迎
接
す
る
側
は
、
こ
の
段
階
に
宿
・
村
の
垣
根
を
越
え
つ
つ

積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
て
い
た
事
実
は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
末
期
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
通
行
者

と
地
域
社
会
と
の
あ
い
だ
で
通
行
者
迎
接
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
一
つ
形

式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
学
界
に
こ
う
し
た
新
た
な
提
起
が
打
ち
だ
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
、
愛

媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
「
八
原
」
が
寄
託
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　第
二
節

　東
氏
・
井
上
氏
の
提
起
と
そ
の
後
の
研
究

　
翻
刻
版
『
八
原
家
御
用
日
記
』
第
一
・
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
あ
と
は
、
石
丸

和
雄
氏
論
考
（
一
九
九
一
年
）
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
「
八
原
」
が
有
す
る

史
料
的
価
値
こ
そ
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
、
当
時
の
全
国
的
な
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
像
を
描
き
だ
し
う
る
も
の
と
し
て
利
用
す
る
動
き
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
点
を
「
八
原
」
を
用
い
て
克
服
す
る
研
究
が
提
起
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
史
料
原
本
が
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
あ
と
、
同
じ

博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
東
氏
（
二
〇
〇
〇
年
）・
井
上
氏
（
二
〇
〇
一
年
）

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
井
上
氏
は
、
そ
の
史
料
文
言
に
も
と
づ
き
山
陽
沿
岸
の
大
坂
か
ら
九
州
小
倉

に
い
た
る
ま
で
、
船
奉
行
所
・
郡
奉
行
所
な
ど
よ
り
各
拠
点
港
に
派
遣
さ
れ
た

諸
藩
の
在
勤
役
人
た
ち
が
、
藩
支
配
の
垣
根
を
越
え
つ
つ
書
簡
を
順
達
・
回
覧

し
あ
う
こ
と
で
公
用
通
行
の
予
定
に
関
す
る
情
報
を
補
完
・
共
有
し
て
い
た
事

実
を
提
起
し
、
こ
の
伝
達
ル
ー
ト
を
「
在
番
ル
ー
ト
」
と
よ
ん
だ
。
在
番
ル
ー

ト
の
存
在
自
体
は
、
た
と
え
ば
柚
木

）
（（
（

学
氏
が
「
公
式
の
海
駅
」
間
で
の
連
絡
体

制
と
し
て
一
九
七
七
年
に
論
及
す
る
な
ど
早
い
段
階
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の

の
、
井
上
氏
の
提
起
は
、
在
番
を
担
っ
た
藩
役
人
の
役
職
名
を
拠
点
港
ご
と
に

掲
げ
る
と
と
も
に
、
商
人
が
発
信
し
た
書
簡
も
伝
達
さ
れ
て
い
た
事
実
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
在
番
ル
ー
ト
の
全
国
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
制
度

的
特
質
ま
で
示
唆
し
た
点
が
有
意
義
だ
と
い
え
よ
う
。

　
東
・
井
上
両
氏
は
、そ
の
あ
と
、藩
領
・
海
の
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
問
題
へ
と
研
究
課
題
を
発
展
さ
せ
て
、藩
役
人
が
書
き
残
し
た「
八

原
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
じ
松
山
藩
領
島
嶼
部
の
村
役
人
層
が
書
き
残
し
た
御

用
留
の
分
析
に
ま
で
着
手
し
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
）

）
（（
（

。
こ
う
し
た
取
り
組
み

で
は
、
支
配
す
る
側
（
藩
庁
の
郡
奉
行
な
ど
）
と
さ
れ
る
側
（
地
域
社
会
）
と

の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
る
書
状
の
動
き
が
解
析
さ
れ
て
お
り
、将
来
、タ
テ
（
支

配
階
層
）
と
ヨ
コ
（
支
配
領
域
を
超
え
た
つ
な
が
り
）
両
方
の
視
点
で
も
っ
て

よ
り
具
体
的
に
近
世
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
き
だ
し
て
い
く
う
え
で
重

要
な
仕
事
だ
と
い
え
よ
う
。

　
　
　第
三
節

　筆
者
の
研
究

　
次
に
、
説
明
の
都
合
に
よ
り
、
失
礼
な
が
ら
筆
者
自
身
の
研
究
を
先
に
整
理

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
筆
者
の
研
究
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
外
的
要
因
に
も
と
づ
く
変
化
に
着
目
し

七
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九
年
（
一
八
三
八
）
巡
見
使
の
事
例
と
な
れ
ば
、
到
着
直
前
の
段
階
で

も
通
行
者
み
ず
か
ら
順
次
通
行
に
関
す
る
触
を
発
し
廻
達
さ
せ
て
い
た

一
方
で
、
迎
接
す
る
側
は
、
こ
の
段
階
に
宿
・
村
の
垣
根
を
越
え
つ
つ

積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
て
い
た
事
実
は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
末
期
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
通
行
者

と
地
域
社
会
と
の
あ
い
だ
で
通
行
者
迎
接
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
一
つ
形

式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
学
界
に
こ
う
し
た
新
た
な
提
起
が
打
ち
だ
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
、
愛

媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
「
八
原
」
が
寄
託
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　第
二
節

　東
氏
・
井
上
氏
の
提
起
と
そ
の
後
の
研
究

　
翻
刻
版
『
八
原
家
御
用
日
記
』
第
一
・
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
あ
と
は
、
石
丸

和
雄
氏
論
考
（
一
九
九
一
年
）
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
「
八
原
」
が
有
す
る

史
料
的
価
値
こ
そ
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
、
当
時
の
全
国
的
な
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
像
を
描
き
だ
し
う
る
も
の
と
し
て
利
用
す
る
動
き
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
点
を
「
八
原
」
を
用
い
て
克
服
す
る
研
究
が
提
起
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
史
料
原
本
が
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
あ
と
、
同
じ

博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
東
氏
（
二
〇
〇
〇
年
）・
井
上
氏
（
二
〇
〇
一
年
）

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
井
上
氏
は
、
そ
の
史
料
文
言
に
も
と
づ
き
山
陽
沿
岸
の
大
坂
か
ら
九
州
小
倉

に
い
た
る
ま
で
、
船
奉
行
所
・
郡
奉
行
所
な
ど
よ
り
各
拠
点
港
に
派
遣
さ
れ
た

諸
藩
の
在
勤
役
人
た
ち
が
、
藩
支
配
の
垣
根
を
越
え
つ
つ
書
簡
を
順
達
・
回
覧

し
あ
う
こ
と
で
公
用
通
行
の
予
定
に
関
す
る
情
報
を
補
完
・
共
有
し
て
い
た
事

実
を
提
起
し
、
こ
の
伝
達
ル
ー
ト
を
「
在
番
ル
ー
ト
」
と
よ
ん
だ
。
在
番
ル
ー

ト
の
存
在
自
体
は
、
た
と
え
ば
柚
木

）
（（
（

学
氏
が
「
公
式
の
海
駅
」
間
で
の
連
絡
体

制
と
し
て
一
九
七
七
年
に
論
及
す
る
な
ど
早
い
段
階
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の

の
、
井
上
氏
の
提
起
は
、
在
番
を
担
っ
た
藩
役
人
の
役
職
名
を
拠
点
港
ご
と
に

掲
げ
る
と
と
も
に
、
商
人
が
発
信
し
た
書
簡
も
伝
達
さ
れ
て
い
た
事
実
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
在
番
ル
ー
ト
の
全
国
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
制
度

的
特
質
ま
で
示
唆
し
た
点
が
有
意
義
だ
と
い
え
よ
う
。

　
東
・
井
上
両
氏
は
、そ
の
あ
と
、藩
領
・
海
の
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
問
題
へ
と
研
究
課
題
を
発
展
さ
せ
て
、藩
役
人
が
書
き
残
し
た「
八

原
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
じ
松
山
藩
領
島
嶼
部
の
村
役
人
層
が
書
き
残
し
た
御

用
留
の
分
析
に
ま
で
着
手
し
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
）

）
（（
（

。
こ
う
し
た
取
り
組
み

で
は
、
支
配
す
る
側
（
藩
庁
の
郡
奉
行
な
ど
）
と
さ
れ
る
側
（
地
域
社
会
）
と

の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
る
書
状
の
動
き
が
解
析
さ
れ
て
お
り
、将
来
、タ
テ
（
支

配
階
層
）
と
ヨ
コ
（
支
配
領
域
を
超
え
た
つ
な
が
り
）
両
方
の
視
点
で
も
っ
て

よ
り
具
体
的
に
近
世
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
き
だ
し
て
い
く
う
え
で
重

要
な
仕
事
だ
と
い
え
よ
う
。

　
　
　第
三
節

　筆
者
の
研
究

　
次
に
、
説
明
の
都
合
に
よ
り
、
失
礼
な
が
ら
筆
者
自
身
の
研
究
を
先
に
整
理

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
筆
者
の
研
究
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
外
的
要
因
に
も
と
づ
く
変
化
に
着
目
し
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て
、
そ
の
変
化
内
容
か
ら
在
番
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
質

を
見
と
お
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
対
象
事
例
と
し
て
幕

府
公
用
通
行
で
あ
る
長
崎
上
使
（
ほ
ぼ
毎
年
、
江
戸
～
長
崎
間
を
往
復
す
る
長

崎
奉
行
ほ
か
幕
府
公
儀
役
人
の
一
行
）
と
幕
府
海
事
で
あ
る
漂
着
異
国
人
長
崎

移
送
を
設
定
し
、
以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
段
階
を
踏
み
つ
つ
「
八
原
」
と
関
係

史
料
の
解
析
に
取
り
組
ん
だ
。

　
第
一
段
階
で
は
、
在
番
ル
ー
ト
の
仕
組
み
を
ま
ず
捉
え
な
お
し
、
史
料
に
記

録
さ
れ
た
情
報
の
や
り
と
り
の
意
味
を
正
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
前

述
の
よ
う
に
、
八
原
氏
が
在
勤
し
た
松
山
藩
領
津
和
地
島
は
伊
予
国
で
、
公
儀

浦
触
伝
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
か
ら
す
れ
ば
「
四
国
ル
ー
ト
」
域
と
な
り

「
山
陽
ル
ー
ト
」
域
と
は
異
な
る
エ
リ
ア
に
区
分
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
基
本
的

に
山
陽
沿
岸
の
諸
港
を
つ
な
ぐ
在
番
ル
ー
ト
に
津
和
地
は
関
係
し
な
い
は
ず
な

の
だ
が
、そ
の
津
和
地
が
在
番
ル
ー
ト
の
一
拠
点
と
し
て
の
立
場
を
得
た
の
は
、

藩
庁
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
（
鴨
頭
ａ
）。
つ
ま
り
、

幕
府
権
力
に
も
と
づ
く
公
儀
浦
触
の
制
度
を
、
藩
権
力
が
補
完
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
姫
路
藩
播
磨
室
津
の
名
村
氏
な
ど
、
在
番
ル
ー
ト

上
の
津
和
地
以
外
の
拠
点
に
在
勤
す
る
役
人
の
職
務
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

藩
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
試
み
た
（
鴨
頭
ｂ
）。

　
第
二
段
階
で
は
、
対
象
と
し
た
外
的
要
因
に
も
と
づ
く
変
化
へ
の
対
応
機
能

を
解
析
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
本
質
を
見
と
お
そ
う
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
長
崎
上
使
の
場
合
は
そ
れ
ま
で
の
瀬
戸
内
海
航
行
中
心
か
ら
山

陽
道
中
心
へ
と
通
行
経
路
の
変
化
が
あ
り
、
漂
着
異
国
人
長
崎
移
送
の
場
合
だ

と
幕
府
制
度
の
改
定
が
あ
っ
た
天
明
～
寛
政
年
間
お
よ
び
こ
の
前
後
（
十
八
世

紀
後
末
期
）
を
対
象
時
期
に
設
定
し
、
津
和
地
の
八
原
氏
へ
伝
達
さ
れ
て
く
る

情
報
に
つ
い
て
、
通
行
一
件
ご
と
に
パ
タ
ー
ン
分
け
す
る
作
業
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
通
行
者
側
の
事
情
に
よ
り
安
定
的
に
情
報
が
供
給
さ
れ
な
く
な
っ
た

事
態
を
受
け
て
、
在
番
ル
ー
ト
の
側
か
ら
山
陽
道
の
先
触
ル
ー
ト
や
地
域
社
会

独
自
の
伝
達
ル
ー
ト
と
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
藩
み
ず
か
ら
情
報
を
補
完
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
（
鴨
頭
ｃ
・
ｄ
・
ｆ
・
ｇ
・
ｈ
）。
つ
ま
り
在
番
ル
ー

ト
か
ら
は
、
単
に
幕
府
―
藩
の
二
者
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
に
地
域
社
会

を
加
え
た
計
三
者
間
の
関
係
ま
で
見
と
お
し
う
る
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ

る
。

　
そ
し
て
第
三
段
階
で
は
、
公
用
通
行
以
外
の
幕
・
藩
の
支
配
制
度
と
の
関
係

に
着
目
し
、こ
の
検
討
か
ら
、江
戸
幕
藩
体
制
の
本
質
を
見
と
お
そ
う
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、①
幕
府
に
よ
る
海
防
制
度
、②
近
世
地
域
社
会
論
に
お
け
る
（
政

治
的
）
中
間
層
を
取
り
あ
げ
、
前
段
階
で
明
ら
か
に
し
た
在
番
ル
ー
ト
を
め
ぐ

る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
と
、
そ
れ
ら
二
つ
と
の
関
連
性
を
「
八
原
」
以

外
の
史
料
も
用
い
つ
つ
検
討
し
た
の
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
九
月
付
幕
府
海
防

）
（（
（

令
へ
の
藩
の

対
応
を
分
析
す
る
論
考
に
着
目
し
た
。
こ
の
令
は
、
そ
の
日
ま
で
に
複
数
度
も

た
ら
さ
れ
た
不
審
船
の
報
告
を
受
け
て
、
全
国
に
新
た
な
異
国
船
の
取
り
扱
い

方
法
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
に
か

け
て
は
、
藤
田

）
（（
（

覚
氏
や
針
谷
武

）
（（
（

志
氏
が
こ
の
発
令
を
、
対
外
問
題
の
表
面
化
に

よ
り
江
戸
幕
府
が
新
た
な
海
防
策
を
模
索
し
始
め
た
、
い
わ
ば
近
世
後
期
の
政

八
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治
史
に
お
け
る
転
換
期
と
再
評
価
す
る
旨
を
提
起
し
て
い
た
。
だ
が
近
年
は
、

山
本
英

）
（（
（

貴
氏
・
上
田
純

）
（（
（

子
氏
・
上
白
石

）
（（
（

実
氏
ら
の
西
国
諸
藩
の
異
国
船
関
係
史

料
を
用
い
た
研
究
に
よ
り
、
実
際
に
異
国
船
へ
対
応
す
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た

藩
は
真
摯
に
対
応
す
る
一
方
、
そ
う
で
な
い
立
場
の
藩
は
必
ず
し
も
幕
府
の
意

図
ど
お
り
に
対
応
し
な
か
っ
た
と
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
指
摘
は
あ
く
ま
で
幕
―
藩
二
者
関
係
の
視
点
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら

藩
政
史
料
を
用
い
て
の
も
の
で
あ
る
。「
八
原
」
の
な
か
か
ら
異
国
船
対
応
に

関
す
る
記
事
を
抽
出
し
、
こ
の
発
令
の
前
後
に
お
け
る
変
化
を
整
理
す
る
作
業

を
と
お
し
て
、
む
し
ろ
情
報
の
面
で
は
、
藩
も
地
域
社
会
も
独
自
に
そ
れ
を
補

完
し
て
い
く
こ
と
で
適
切
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
動
向
だ
っ
た
点
を
、
新
た
に

提
起
し
た
の
で
あ
る
（
鴨
頭
ｉ
）。

　
②
に
つ
い
て
は
、
伊
予
国
松
山
藩
領
芸
予
諸
島
の
村
役
人
層
が
書
き
残
し
た

御
用
留
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
分
析
か
ら
異
国
船
対
応
を
含
め
た
幕
・
藩
の
制

度
に
、
在
勤
藩
士
で
あ
る
八
原
氏
と
地
域
社
会
と
が
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
た

の
か
を
検
討
し
た
。
漂
着
異
国
人
長
崎
移
送
の
場
合
で
は
、
岩
城
島
（
現
愛
媛

県
越
智
郡
上
島
町
）
の
村
役
人
層
に
よ
る
御
用
留
、
上
島
町
教
育
委
員
会
所
蔵

「
岩
城
村
教
育
委
員
会
文
書
」
が
「
八
原
」
と
同
様
に
移
送
関
係
の
別
冊
を
所

収
し
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
、
藩
の
指
示
に
も
と
づ
く
も
の
（
鴨
頭

ｇ
）
と
は
別
途
、
指
示
に
な
い
独
自
の
情
報
収
集
活
動
も
展
開
し
て
い
た
事
実

を
描
き
だ
し
た
の
で
あ
る
（
鴨
頭
ｃ
・
ｉ
）。
こ
う
し
た
成
果
に
も
と
づ
い
て

現
在
は
、異
国
船
対
応
以
外
の
事
例
も
対
象
に
し
つ
つ
、当
該
社
会
の
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
村
役
人
の
役
割
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
る
（
鴨
頭
ｊ
）。

　
以
上
三
つ
の
段
階
を
と
お
し
在
番
ル
ー
ト
の
研
究
を
、
外
的
要
因
に
も
と
づ

く
変
化
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、
井
上
氏
の
提
起
か
ら
幕
府
―
藩
―
地
域
社
会
三

者
間
の
関
係
の
本
質
を
見
と
お
し
て
い
く
段
階
へ
と
進
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　第
四
節

　玉
井
氏
の
研
究

　
以
上
に
述
べ
た
筆
者
を
含
む
先
行
研
究
者
の
仕
事
に
対
し
外
国
使
節
の
事
例

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
津
和
地
で
の
定
点
観

測
を
試
み
た
の
が
、
玉
井
氏
の
研
究
で
あ
る
。
玉
井
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」

下
に
あ
っ
て
国
内
を
訪
問
し
た
外
国
使
節
の
う
ち
朝
鮮
通
信
使
と
琉
球
使
節
と

を
取
り
あ
げ
、「
八
原
」
に
残
る
関
連
記
事
の
分
析
を
と
お
し
て
、
瀬
戸
内
海

域
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
像
を
よ
り
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
。
一

見
、
筆
者
の
研
究
内
容
と
〝
棲
み
分
け
〟
を
図
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
し
か
に
出
発
点
の
問
題
関

心
こ
そ
筆
者
と
共
通
す
る
も
の
の
、
同
じ
外
国
使
節
で
あ
っ
て
も
迎
接
方
針
や

情
報
伝
達
の
面
で
両
者
の
あ
い
だ
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を

整
理
し
な
が
ら
外
国
使
節
な
ら
で
は
の
対
応
の
歴
史
を
見
と
お
そ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
場
合
、
来
航
の
約
一
年
前
に
は
幕
府
で
御
馳

走
奉
行
が
指
定
さ
れ
通
行
予
定
経
路
上
の
諸
藩
・
各
宿
駅
に
馳
走
触
が
通
達
さ

れ
る
こ
と
。
た
だ
し
伊
予
国
松
山
藩
の
場
合
は
通
達
対
象
で
な
い
た
め
、
藩
独

自
に
八
原
氏
な
ど
を
起
用
し
つ
つ
馳
走
を
執
り
お
こ
な
う
あ
り
方
だ
っ
た
（
玉

井
ｃ
・
ｅ
）。
対
し
て
琉
球
使
節
の
場
合
だ
と
、
大
坂
町
奉
行
所
を
起
点
に
浦

九

28



広島大学大学院文学研究科論集　第72巻

治
史
に
お
け
る
転
換
期
と
再
評
価
す
る
旨
を
提
起
し
て
い
た
。
だ
が
近
年
は
、

山
本
英

）
（（
（

貴
氏
・
上
田
純

）
（（
（

子
氏
・
上
白
石

）
（（
（

実
氏
ら
の
西
国
諸
藩
の
異
国
船
関
係
史

料
を
用
い
た
研
究
に
よ
り
、
実
際
に
異
国
船
へ
対
応
す
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た

藩
は
真
摯
に
対
応
す
る
一
方
、
そ
う
で
な
い
立
場
の
藩
は
必
ず
し
も
幕
府
の
意

図
ど
お
り
に
対
応
し
な
か
っ
た
と
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
指
摘
は
あ
く
ま
で
幕
―
藩
二
者
関
係
の
視
点
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら

藩
政
史
料
を
用
い
て
の
も
の
で
あ
る
。「
八
原
」
の
な
か
か
ら
異
国
船
対
応
に

関
す
る
記
事
を
抽
出
し
、
こ
の
発
令
の
前
後
に
お
け
る
変
化
を
整
理
す
る
作
業

を
と
お
し
て
、
む
し
ろ
情
報
の
面
で
は
、
藩
も
地
域
社
会
も
独
自
に
そ
れ
を
補

完
し
て
い
く
こ
と
で
適
切
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
動
向
だ
っ
た
点
を
、
新
た
に

提
起
し
た
の
で
あ
る
（
鴨
頭
ｉ
）。

　
②
に
つ
い
て
は
、
伊
予
国
松
山
藩
領
芸
予
諸
島
の
村
役
人
層
が
書
き
残
し
た

御
用
留
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
分
析
か
ら
異
国
船
対
応
を
含
め
た
幕
・
藩
の
制

度
に
、
在
勤
藩
士
で
あ
る
八
原
氏
と
地
域
社
会
と
が
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
た

の
か
を
検
討
し
た
。
漂
着
異
国
人
長
崎
移
送
の
場
合
で
は
、
岩
城
島
（
現
愛
媛

県
越
智
郡
上
島
町
）
の
村
役
人
層
に
よ
る
御
用
留
、
上
島
町
教
育
委
員
会
所
蔵

「
岩
城
村
教
育
委
員
会
文
書
」
が
「
八
原
」
と
同
様
に
移
送
関
係
の
別
冊
を
所

収
し
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
、
藩
の
指
示
に
も
と
づ
く
も
の
（
鴨
頭

ｇ
）
と
は
別
途
、
指
示
に
な
い
独
自
の
情
報
収
集
活
動
も
展
開
し
て
い
た
事
実

を
描
き
だ
し
た
の
で
あ
る
（
鴨
頭
ｃ
・
ｉ
）。
こ
う
し
た
成
果
に
も
と
づ
い
て

現
在
は
、異
国
船
対
応
以
外
の
事
例
も
対
象
に
し
つ
つ
、当
該
社
会
の
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
村
役
人
の
役
割
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
る
（
鴨
頭
ｊ
）。

　
以
上
三
つ
の
段
階
を
と
お
し
在
番
ル
ー
ト
の
研
究
を
、
外
的
要
因
に
も
と
づ

く
変
化
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、
井
上
氏
の
提
起
か
ら
幕
府
―
藩
―
地
域
社
会
三

者
間
の
関
係
の
本
質
を
見
と
お
し
て
い
く
段
階
へ
と
進
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　第
四
節

　玉
井
氏
の
研
究

　
以
上
に
述
べ
た
筆
者
を
含
む
先
行
研
究
者
の
仕
事
に
対
し
外
国
使
節
の
事
例

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
津
和
地
で
の
定
点
観

測
を
試
み
た
の
が
、
玉
井
氏
の
研
究
で
あ
る
。
玉
井
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」

下
に
あ
っ
て
国
内
を
訪
問
し
た
外
国
使
節
の
う
ち
朝
鮮
通
信
使
と
琉
球
使
節
と

を
取
り
あ
げ
、「
八
原
」
に
残
る
関
連
記
事
の
分
析
を
と
お
し
て
、
瀬
戸
内
海

域
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
像
を
よ
り
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
。
一

見
、
筆
者
の
研
究
内
容
と
〝
棲
み
分
け
〟
を
図
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
し
か
に
出
発
点
の
問
題
関

心
こ
そ
筆
者
と
共
通
す
る
も
の
の
、
同
じ
外
国
使
節
で
あ
っ
て
も
迎
接
方
針
や

情
報
伝
達
の
面
で
両
者
の
あ
い
だ
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を

整
理
し
な
が
ら
外
国
使
節
な
ら
で
は
の
対
応
の
歴
史
を
見
と
お
そ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
場
合
、
来
航
の
約
一
年
前
に
は
幕
府
で
御
馳

走
奉
行
が
指
定
さ
れ
通
行
予
定
経
路
上
の
諸
藩
・
各
宿
駅
に
馳
走
触
が
通
達
さ

れ
る
こ
と
。
た
だ
し
伊
予
国
松
山
藩
の
場
合
は
通
達
対
象
で
な
い
た
め
、
藩
独

自
に
八
原
氏
な
ど
を
起
用
し
つ
つ
馳
走
を
執
り
お
こ
な
う
あ
り
方
だ
っ
た
（
玉

井
ｃ
・
ｅ
）。
対
し
て
琉
球
使
節
の
場
合
だ
と
、
大
坂
町
奉
行
所
を
起
点
に
浦

九
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触
が
瀬
戸
内
海
域
に
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
松
山
藩
も
、
そ
れ
に
応
じ
る
か

た
ち
で
迎
接
に
取
り
組
む
あ
り
方
だ
っ
た
（
玉
井
ｃ
・
ｄ
）。
た
だ
し
、
浦
触

な
ど
公
的
な
通
達
が
寛
政
年
間
に
入
る
と
遅
滞
す
る
よ
う
に
な
り
、
迎
接
す
る

側
か
ら
限
ら
れ
た
時
間
内
で
情
報
を
補
完
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う

の
で
あ
る
（
玉
井
ｄ
）。

　
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
も
と
づ
く
分
析
を
と
お
し
、
玉
井
氏
は
、
馳
走
を
命

じ
る
公
的
な
通
達
ル
ー
ト
と
は
別
の
、
海
域
世
界
独
自
に
形
成
し
た
外
国
使
節

迎
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
よ
う
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
が
分
析
対

象
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、
通
行
予
定
の
藩
・
宿
駅
に
補
助
を
課
せ
ら
れ
る
幕
府

公
用
通
行
に
対
し
、
幕
府
か
ら
そ
れ
を
命
じ
ら
れ
な
い
立
場
の
藩
が
迎
接
の
準

備
を
進
め
ら
れ
た
事
実
の
分
析
を
と
お
し
て
、
幕
府
が
設
定
し
た
制
度
に
対
す

る
地
方
の
独
自
性
を
、
よ
り
明
確
に
論
証
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
上
使

の
場
合
と
は
異
な
り
件
数
自
体
が
少
な
い
分
、
現
存
史
料
を
駆
使
し
て
長
期
的

な
ス
パ
ン
で
変
容
を
見
い
だ
し
本
質
を
提
起
し
た
研
究
だ
と
も
い
え
よ
う
。

　
な
お
、玉
井
氏
は
、筆
者
が
対
象
と
し
た
長
崎
上
使
へ
の
迎
接
に
つ
い
て
「
八

原
」
所
収
「
御
用
日
記
」
が
現
存
し
て
い
な
い
明
和
五
年
以
前
の
様
相
に
踏
み

込
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
～
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

間
に
お
け
る
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
る
（
玉
井
ｆ
）。

　
　
　第
五
節

　二
〇
〇
〇
年
以
降
の
研
究
に
対
す
る
提
起

　
玉
井
氏
と
筆
者
が
「
八
原
」
を
用
い
て
本
格
的
に
論
考
を
発
表
し
つ
づ
け
る

よ
う
に
な
る
時
期
、
そ
の
研
究
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
は
別

の
視
点
か
ら
馳
走
お
よ
び
公
的
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
を
深
化
さ
せ
よ
う

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　（
１
）　
山
下
堅
太
郎
氏
の
研
究

　
そ
の
論
考
「
近
世
前
期
に
お
け
る
公
儀
浦

触
に
つ
い
て
―
寛
文
十
一
年
幕
府
唐
船
廻
漕
令
を
中
心
に
―
」）

2（
（

（
二
〇
〇
三
年
）
は
、
水
本
邦
彦
氏
が
全
国
的
な
公
儀
浦
触
の
伝
達
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
お
お
む
ね
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
「
完

成
さ
れ
安
定
化

）
（（
（

」
し
た
と
論
じ
る
の
に
対
し
、
こ
の
時
期
以
前
に
お
け

る
公
儀
浦
触
の
様
相
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
論
考
の
註
（
41
）
で
、

藩
領
内
に
お
け
る
具
体
的
な
伝
達
ル
ー
ト
（
廻
達
の
順
序
）
自
体
は
地

域
の
受
信
者
の
実
情
に
即
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

　（
２
）　
和
田
実
氏
の
研
究

　
そ
の
論
考
「
近
世
東
海
道
を
巡
る
情
報
―
人
馬

継
立
情
報
と
休
泊
情
報
―

）
（（
（

」（
二
〇
〇
五
年
）
は
、玉
井
氏
と
筆
者
が
「
八

原
」
の
分
析
成
果
を
発
表
し
始
め
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
江
戸
時
代

に
最
大
か
つ
中
心
的
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
五
街
道
の
一
つ
東
海
道
で
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
明
す
る
本
格
的
な
研
究
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

幕
府
直
轄
街
道
に
お
い
て
支
配
者
あ
る
い
は
通
行
者
が
廻
達
さ
せ
る
も

の
以
外
に
、
宿
駅
の
役
人
同
士
で
廻
達
さ
せ
る
独
自
の
触
「
心
得
触
」

も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。「
心
得
触
」
は
、
こ

れ
ま
で
述
べ
て
き
た
在
番
ル
ー
ト
上
に
廻
達
さ
れ
る
書
簡
と
性
格
が
同

じ
と
考
え
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
幕
府
直
轄
・
陸
上
で
あ
る
東
海
道
と
藩

領
・
海
上
で
あ
る
瀬
戸
内
海
路
と
い
う
正
反
対
な
タ
イ
プ
の
交
通
路
の

あ
い
だ
で
情
報
面
に
お
け
る
普
遍
性
が
あ
っ
た
と
見
と
お
せ
ら
れ
よ
う

（
鴨
頭
ｅ
）。
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　（
３
）　
飯
沼
雅
行
氏
の
研
究

　
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
に
よ
り
表
２
の
な
か
に
は

玉
井
氏
お
よ
び
筆
者
の
研
究
と
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
明
示
し
た

二
〇
〇
九
年
発
表
の
論
考
「
幕
府
広
域
役
の
命
令
と
情
報
の
伝
達
―
琉

球
使
節
通
航
時
の
綱
引
役
の
場
合
―

）
（（
（

」
し
か
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
飯
沼
氏
は
、
関
連
す
る
論
考
を
二
〇
〇
四
年
よ
り
発
表
し
て
い
る

）
（（
（

。

そ
の
研
究
は
、
藩
領
・
海
上
の
交
通
路
に
関
す
る
「
八
原
」
を
用
い
た

研
究
が
広
域
支
配
と
情
報
伝
達
と
の
関
係
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
は

な
い
と
し
た
の
に
対
し
、
幕
府
直
轄
・
大
名
・
旗
本
・
寺
社
・
公
家
な

ど
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
領
地
が
錯
綜
す
る
畿
内
淀
川
流
域
を
対
象
に
定

め
つ
つ
、
そ
の
河
川
に
お
け
る
外
国
使
節
船
通
航
補
助
の
触
伝
達
を
分

析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
畿
内
で
綱
引
役
に
関
す

る
触
の
廻
達
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
一
村
庄
屋
と
用
聞
（
用
達
）
の
役

割
分
担
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
ら
ど
こ
か
ら
も
触
を
廻
達
で
き
る
と
い

う
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
広
域
的
な
役
負
担
の
実
現
が
可
能
に

な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
幕
府
に
よ
る

広
域
支
配
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
に
相
応
し
い
素
材
で
あ
る
も
の
の
、

論
考
で
明
ら
か
に
し
た
柔
軟
性
は
関
東
で
も
大
坂
町
奉
行
所
の
郡
触
シ

ス
テ
ム
に
も
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
畿
内
近
国
特
有
の
も
の
だ
と

見
と
お
し
て
い
る
。

　（
４
）　
守
友
隆
氏
の
研
究

　
そ
の
論
考
「
幕
末
期
の
国
内
政
治
情
報
と
北
部

九
州
―
筑
前
国
黒
崎
桜
屋
・
豊
前
国
小
倉
村
屋
の
『
注
進
』
行
為
に
つ

い
て
―

）
（（
（

」（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報
に
つ
い
て
従
来

も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
廻
達
系
の
触
で
は
な
く
注
進
状
の
動
き
に

着
目
し
、
交
通
路
上
の
定
点
観
測
だ
け
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
階
層
性
を
見
と
お
そ
う
と
し
た
。
藩
の
御

用
商
人
と
広
域
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
八

原
」
を
用
い
た
研
究
で
も
、豊
前
小
倉
の
河
内
屋
六
左
衛
門
が
在
番
ル
ー

ト
を
つ
う
じ
公
用
通
行
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前

掲
し
た
井
上
氏
の
問
題
提
起
の
段
階
よ
り
論
及
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
発
信
の
瀬
戸
内
海
域
を
超
え
た
西
国
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
位
置
づ
け
ま
で
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
守
友
氏
の
研
究
が
深

化
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
「
八
原
」
研
究
の
深
化
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。

第
三
章

　研
究
の
意
義

　
前
章
で
整
理
し
た
動
向
か
ら
い
え
る
研
究
の
意
義
と
し
て
は
、
全
体
的
な
動

向
に
関
す
る
も
の
と
「
八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
も
の
と
に
分
け
て

挙
げ
た
い
。

　
　
　第
一
節

　研
究
動
向
全
体
に
つ
い
て

　
前
者
は
、
単
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
像
の
描
出
か
ら
、
近
世
地
域
社
会
論
や
近

世
馳
走
論
あ
る
い
は
異
国
船
対
策
史
な
ど
、
隣
接
す
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と

関
連
づ
け
さ
せ
な
が
ら
近
世
的
な
国
家
体
制
を
見
と
お
し
て
い
く
も
の
へ
と
、

深
化
が
図
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
面
の
か
た
ち
を
描
き
だ
す
作
業

か
ら
、
立
体
の
像
を
描
き
だ
す
も
の
へ
と
深
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

十
一
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　（
３
）　
飯
沼
雅
行
氏
の
研
究

　
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
に
よ
り
表
２
の
な
か
に
は

玉
井
氏
お
よ
び
筆
者
の
研
究
と
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
明
示
し
た

二
〇
〇
九
年
発
表
の
論
考
「
幕
府
広
域
役
の
命
令
と
情
報
の
伝
達
―
琉

球
使
節
通
航
時
の
綱
引
役
の
場
合
―

）
（（
（

」
し
か
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
飯
沼
氏
は
、
関
連
す
る
論
考
を
二
〇
〇
四
年
よ
り
発
表
し
て
い
る

）
（（
（

。

そ
の
研
究
は
、
藩
領
・
海
上
の
交
通
路
に
関
す
る
「
八
原
」
を
用
い
た

研
究
が
広
域
支
配
と
情
報
伝
達
と
の
関
係
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
は

な
い
と
し
た
の
に
対
し
、
幕
府
直
轄
・
大
名
・
旗
本
・
寺
社
・
公
家
な

ど
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
領
地
が
錯
綜
す
る
畿
内
淀
川
流
域
を
対
象
に
定

め
つ
つ
、
そ
の
河
川
に
お
け
る
外
国
使
節
船
通
航
補
助
の
触
伝
達
を
分

析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
畿
内
で
綱
引
役
に
関
す

る
触
の
廻
達
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
一
村
庄
屋
と
用
聞
（
用
達
）
の
役

割
分
担
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
ら
ど
こ
か
ら
も
触
を
廻
達
で
き
る
と
い

う
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
広
域
的
な
役
負
担
の
実
現
が
可
能
に

な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
幕
府
に
よ
る

広
域
支
配
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
に
相
応
し
い
素
材
で
あ
る
も
の
の
、

論
考
で
明
ら
か
に
し
た
柔
軟
性
は
関
東
で
も
大
坂
町
奉
行
所
の
郡
触
シ

ス
テ
ム
に
も
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
畿
内
近
国
特
有
の
も
の
だ
と

見
と
お
し
て
い
る
。

　（
４
）　
守
友
隆
氏
の
研
究

　
そ
の
論
考
「
幕
末
期
の
国
内
政
治
情
報
と
北
部

九
州
―
筑
前
国
黒
崎
桜
屋
・
豊
前
国
小
倉
村
屋
の
『
注
進
』
行
為
に
つ

い
て
―

）
（（
（

」（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報
に
つ
い
て
従
来

も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
廻
達
系
の
触
で
は
な
く
注
進
状
の
動
き
に

着
目
し
、
交
通
路
上
の
定
点
観
測
だ
け
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
階
層
性
を
見
と
お
そ
う
と
し
た
。
藩
の
御

用
商
人
と
広
域
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
八

原
」
を
用
い
た
研
究
で
も
、豊
前
小
倉
の
河
内
屋
六
左
衛
門
が
在
番
ル
ー

ト
を
つ
う
じ
公
用
通
行
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前

掲
し
た
井
上
氏
の
問
題
提
起
の
段
階
よ
り
論
及
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
発
信
の
瀬
戸
内
海
域
を
超
え
た
西
国
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
位
置
づ
け
ま
で
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
守
友
氏
の
研
究
が
深

化
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
「
八
原
」
研
究
の
深
化
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。

第
三
章

　研
究
の
意
義

　
前
章
で
整
理
し
た
動
向
か
ら
い
え
る
研
究
の
意
義
と
し
て
は
、
全
体
的
な
動

向
に
関
す
る
も
の
と
「
八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
も
の
と
に
分
け
て

挙
げ
た
い
。

　
　
　第
一
節

　研
究
動
向
全
体
に
つ
い
て

　
前
者
は
、
単
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
像
の
描
出
か
ら
、
近
世
地
域
社
会
論
や
近

世
馳
走
論
あ
る
い
は
異
国
船
対
策
史
な
ど
、
隣
接
す
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と

関
連
づ
け
さ
せ
な
が
ら
近
世
的
な
国
家
体
制
を
見
と
お
し
て
い
く
も
の
へ
と
、

深
化
が
図
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
面
の
か
た
ち
を
描
き
だ
す
作
業

か
ら
、
立
体
の
像
を
描
き
だ
す
も
の
へ
と
深
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

十
一
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近世交通路をめぐる情報ネットワークの研究動向（鴨頭）

る
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
で
は
、
そ
の
史
料
的
制
約
に
よ
り
、
ど
う
し

て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
伝
達
経
路
を
描
き
だ
す
ま
で
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
場

合
が
多
い
。
絶
対
的
に
地
方
の
社
会
に
関
す
る
史
料
の
現
存
量
が
少
な
い
近
世

前
～
中
期
に
つ
い
て
だ
と
、
な
お
さ
ら
そ
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
伝
達
に

お
け
る
登
場
人
物
の
立
場
と
役
割
を
ほ
か
の
史
料
も
用
い
な
が
ら
一
つ
ず
つ
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
情
報
伝
達
が
有
す
る
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

は
あ
る
程
度
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
努
力
を
関
係
す
る
各
研
究
者
が
積
み
重
ね
た
こ
と
で
、
一
九
九
〇

年
代
に
入
る
ま
で
は
日
本
近
世
史
研
究
だ
と
な
か
な
か
真
正
面
か
ら
向
き
合
わ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
用
語
〝
情
報
〟
が
、
近
世
国
家
史
の
特
質
解
明
に
資
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
前
掲
し
た
近
世
地
域
社
会
論
・
異
国
船
対
策
史
の
研
究
は
、
今
な
お

日
進
月
歩
の
ご
と
く
深
化
し
つ
づ
け
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
動
向

に
も
常
に
目
を
配
り
な
が
ら
適
当
な
方
法
論
を
模
索
し
て
い
く
姿
勢
が
、
重
要

と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
　
　第
二
節

　「八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　「
八
原
」
の
分
析
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

十
八
世
紀
後
期
に
お
け
る
詳
細
な
変
化
を
描
き
だ
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

十
八
世
紀
後
期
は
、
た
し
か
に
そ
の
前
期
以
前
と
比
べ
れ
ば
多
い
ほ
う
な
の
だ

が
、
場
所
・
機
関
に
よ
っ
て
は
史
料
の
現
存
量
に
ま
だ
限
り
の
あ
る
時
期
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
公
用
通
行
一
件
ご
と
あ
る
い
は
一
年
ご
と

の
公
的
情
報
の
変
化
の
軌
跡
を
提
示
し
た
の
は
、
単
に
瀬
戸
内
海
域
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
幕
藩
関
係
や
地
域
社
会
の
動

態
を
解
明
す
る
う
え
で
も
重
要
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
具
体
的
な
例
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
幕
府
に
よ
る
異
国
船
対
応

策
を
め
ぐ
る
制
度
―
実
態
関
係
の
研
究
で
あ
る
。
十
八
世
紀
末
に
あ
た
る
寛
政

年
間
の
幕
府
異
国
船
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
先
行
研
究
者

の
あ
い
だ
で
も
幕
・
藩
の
二
者
関
係
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
藩
政
文
書
の
解
析
ば

か
り
で
見
と
お
し
が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
八
原
」
と
関
連
史
料
を
分
析

し
た
こ
と
で
、
藩
の
支
配
下
に
あ
る
領
内
社
会
の
情
報
面
に
お
け
る
対
応
が
明

ら
か
と
な
り
、
も
っ
て
先
行
研
究
に
対
し
新
た
な
提
起
を
打
ち
だ
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、
留
守
居
研
究
に
つ
い
て
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
別
稿
で
論
じ
た
い
。

第
四
章

　課
題
点

　
課
題
点
に
つ
い
て
も
、
前
章
と
同
様
に
、
全
体
的
な
動
向
に
関
す
る
も
の
と

「
八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
も
の
と
の
に
分
け
て
挙
げ
た
い
。

　
　
　第
一
節

　研
究
動
向
全
体
に
つ
い
て

　
今
後
〝
情
報
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
研
究
が
日
本
史
の
学
界
全
体
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
の
は
、
国
家
で
政
治
的
な
面
で
中
央
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
地
域
を
め
ぐ
り
形
成
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
像
を
、
ま

ず
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
論
著
を
挙
げ
つ
つ
述
べ
て
き

た
と
お
り
、
か
か
る
研
究
は
近
年
、
地
方
の
藩
領
社
会
や
畿
内
近
国
の
社
会
を

十
二
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十
三

中
心
に
深
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
い
く
ら
研
究
が
深

化
し
よ
う
と
も
、〝
中
央
〟
の
実
像
が
明
ら
か
で
な
い
限
り
は
、
正
確
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
飯
沼
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
す

で
に
、
同
じ
く
幕
府
直
轄
支
配
が
ひ
ろ
が
る
関
東
と
畿
内
近
国
と
の
あ
い
だ
で

も
広
域
的
な
役
負
担
を
め
ぐ
る
情
報
伝
達
に
お
い
て
差
異
が
存
在
し
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
〝
中
央
〟
の
実
像
を
解
析
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
江
戸
時
代
の
交
通
路
で
〝
中
央
〟
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
東
海
道
に
つ

い
て
、
二
〇
〇
五
年
に
和
田
氏
が
「
心
得
触
」
の
機
能
を
提
起
し
た
こ
と
で
、

幕
府
直
轄
街
道
と
瀬
戸
内
海
路
と
の
あ
い
だ
で
普
遍
性
が
存
在
し
て
い
た
点
が

見
え
て
き
た
。
今
後
は
、
そ
の
「
心
得
触
」
の
問
題
を
切
り
口
に
し
つ
つ
五
街

道
の
宿
駅
全
体
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
適
当
な
史
料
の
検
索
・
渉
猟
に
努
め

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　第
二
節

　「八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
こ
れ
に
関
す
る
課
題
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
を
重
要
な
も
の
と
し
て

挙
げ
た
い
。

　
一
つ
は
、
玉
井
氏
が
分
析
に
取
り
組
ん
だ
外
国
使
節
の
場
合
と
、
筆
者
が
分

析
に
取
り
組
ん
だ
長
崎
上
使
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
成
果
の
照
合
・
総
合
で

あ
る
。
表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
の
分
析
成
果
は
、
二
〇
〇
四
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
あ
い
だ
と
い
う
短
い
年
数
の
あ
い
だ
で
集
中
的
に
相
次
い
で
発

表
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
来
同
じ
問
題
意
識
で
出
発
し
、
同

じ
く
在
番
ル
ー
ト
を
も
っ
ぱ
ら
対
象
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い

に
分
析
の
中
身
が
重
複
し
な
い
よ
う
〝
棲
み
分
け
〟
を
せ
ざ
る
え
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
在
番
ル
ー
ト
お
よ
び
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
正
し
く
捉
え
る
う
え
で
は
、
必
ず
照
合
・
総
合

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
玉
井
氏
本
人
も
、
そ
の
論
考
ｄ
の
結
論
部
分
で
同

様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
と
は
実
行
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
に
つ
い
て
今
後
最
も
重
要
な
問
題
と
な
り
そ
う
な
の
が
、
寛

政
年
間
に
お
け
る
在
番
ル
ー
ト
へ
の
情
報
供
給
機
能
の
低
下
で
あ
ろ
う
。
玉
井

氏
論
考
ｄ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
長
崎
上
使
と
琉
球
使
節
の
両
方

と
も
、
そ
れ
ま
で
よ
り
明
ら
か
に
供
給
機
能
が
低
下
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前

者
の
場
合
は
通
行
路
が
瀬
戸
内
海
路
中
心
か
ら
山
陽
道
中
心
へ
と
変
化
し
て
い

た
か
ら
な
の
だ
が
、
後
者
の
場
合
は
そ
う
い
っ
た
通
行
路
変
更
の
事
情
は
な
い

た
め
、
通
行
経
路
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
当
時
、
同
様
に

機
能
が
低
下
し
た
の
か
。
在
番
ル
ー
ト
の
本
質
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
う
え
で
重

要
な
論
点
だ
と
い
え
よ
う
。

　
二
つ
め
は
「
八
原
」
以
外
の
史
料
と
の
照
合
・
総
合
で
あ
る
。
本
稿
の
第
一

章
第
三
節
で
「
八
原
」
に
は
、
伝
達
さ
れ
て
く
る
書
簡
に
添
付
さ
れ
て
い
た
書

状
の
内
容
ま
で
ほ
ぼ
忠
実
に
筆
写
し
て
お
り
、
そ
の
添
付
書
状
の
内
容
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
大
坂
か
ら
九
州
ま
で
の
広
範
囲
で
伝
達
過
程
を
見
と
お
し
う
る

特
長
を
有
す
る
、
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
「
八
原
」
を
読
む
だ
け
で
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
全
体
像
の
大
半
を
把
握
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
で
は
、
事
実
を
正
し
く
捉
え
る
べ
く
常
に
複
数
の

史
料
を
対
比
さ
せ
る
姿
勢
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
玉
井
氏
も
筆
者
も
そ
の
点
は
承
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十
三

中
心
に
深
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
い
く
ら
研
究
が
深

化
し
よ
う
と
も
、〝
中
央
〟
の
実
像
が
明
ら
か
で
な
い
限
り
は
、
正
確
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
飯
沼
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
す

で
に
、
同
じ
く
幕
府
直
轄
支
配
が
ひ
ろ
が
る
関
東
と
畿
内
近
国
と
の
あ
い
だ
で

も
広
域
的
な
役
負
担
を
め
ぐ
る
情
報
伝
達
に
お
い
て
差
異
が
存
在
し
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
〝
中
央
〟
の
実
像
を
解
析
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
江
戸
時
代
の
交
通
路
で
〝
中
央
〟
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
東
海
道
に
つ

い
て
、
二
〇
〇
五
年
に
和
田
氏
が
「
心
得
触
」
の
機
能
を
提
起
し
た
こ
と
で
、

幕
府
直
轄
街
道
と
瀬
戸
内
海
路
と
の
あ
い
だ
で
普
遍
性
が
存
在
し
て
い
た
点
が

見
え
て
き
た
。
今
後
は
、
そ
の
「
心
得
触
」
の
問
題
を
切
り
口
に
し
つ
つ
五
街

道
の
宿
駅
全
体
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
適
当
な
史
料
の
検
索
・
渉
猟
に
努
め

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　第
二
節

　「八
原
」
分
析
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
こ
れ
に
関
す
る
課
題
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
を
重
要
な
も
の
と
し
て

挙
げ
た
い
。

　
一
つ
は
、
玉
井
氏
が
分
析
に
取
り
組
ん
だ
外
国
使
節
の
場
合
と
、
筆
者
が
分

析
に
取
り
組
ん
だ
長
崎
上
使
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
成
果
の
照
合
・
総
合
で

あ
る
。
表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
の
分
析
成
果
は
、
二
〇
〇
四
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
あ
い
だ
と
い
う
短
い
年
数
の
あ
い
だ
で
集
中
的
に
相
次
い
で
発

表
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
来
同
じ
問
題
意
識
で
出
発
し
、
同

じ
く
在
番
ル
ー
ト
を
も
っ
ぱ
ら
対
象
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い

に
分
析
の
中
身
が
重
複
し
な
い
よ
う
〝
棲
み
分
け
〟
を
せ
ざ
る
え
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
在
番
ル
ー
ト
お
よ
び
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
正
し
く
捉
え
る
う
え
で
は
、
必
ず
照
合
・
総
合

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
玉
井
氏
本
人
も
、
そ
の
論
考
ｄ
の
結
論
部
分
で
同

様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
と
は
実
行
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
に
つ
い
て
今
後
最
も
重
要
な
問
題
と
な
り
そ
う
な
の
が
、
寛

政
年
間
に
お
け
る
在
番
ル
ー
ト
へ
の
情
報
供
給
機
能
の
低
下
で
あ
ろ
う
。
玉
井

氏
論
考
ｄ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
長
崎
上
使
と
琉
球
使
節
の
両
方

と
も
、
そ
れ
ま
で
よ
り
明
ら
か
に
供
給
機
能
が
低
下
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前

者
の
場
合
は
通
行
路
が
瀬
戸
内
海
路
中
心
か
ら
山
陽
道
中
心
へ
と
変
化
し
て
い

た
か
ら
な
の
だ
が
、
後
者
の
場
合
は
そ
う
い
っ
た
通
行
路
変
更
の
事
情
は
な
い

た
め
、
通
行
経
路
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
当
時
、
同
様
に

機
能
が
低
下
し
た
の
か
。
在
番
ル
ー
ト
の
本
質
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
う
え
で
重

要
な
論
点
だ
と
い
え
よ
う
。

　
二
つ
め
は
「
八
原
」
以
外
の
史
料
と
の
照
合
・
総
合
で
あ
る
。
本
稿
の
第
一

章
第
三
節
で
「
八
原
」
に
は
、
伝
達
さ
れ
て
く
る
書
簡
に
添
付
さ
れ
て
い
た
書

状
の
内
容
ま
で
ほ
ぼ
忠
実
に
筆
写
し
て
お
り
、
そ
の
添
付
書
状
の
内
容
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
大
坂
か
ら
九
州
ま
で
の
広
範
囲
で
伝
達
過
程
を
見
と
お
し
う
る

特
長
を
有
す
る
、
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
「
八
原
」
を
読
む
だ
け
で
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
全
体
像
の
大
半
を
把
握
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
で
は
、
事
実
を
正
し
く
捉
え
る
べ
く
常
に
複
数
の

史
料
を
対
比
さ
せ
る
姿
勢
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
玉
井
氏
も
筆
者
も
そ
の
点
は
承
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四

知
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
「
八
原
」
以
外
の
史
料
も
用
い
な
が
ら
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
態
を
正
し
く
捉
え
る
作
業
を
つ
づ
け
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
筆

者
自
身
の
反
省
点
な
の
だ
が
、
一
方
で
そ
の
よ
う
な
特
長
に
甘
え
た
結
果
、
関

連
す
る
重
要
な
史
料
の
存
在
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ

の
代
表
的
な
例
が
、
山
陽
道
矢
掛
宿
本
陣
（
現
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
）
で
の

御
用
記
録
「
石
井
家
文
書
」
で
あ
る
。

　
す
で
に
掲
げ
て
い
る
表
１
の
う
ち
、
略
記
「
石
井
」
の
項
目
に
注
目
さ
れ
た

い
。「
石
井
」
に
は
、
藩
主
の
参
勤
交
代
を
含
む
公
用
通
行
に
関
し
山
陽
道
各

宿
へ
伝
達
さ
れ
て
き
た
廻
状
を
書
き
留
め
る
「
御
用
留
帖

）
（（
（

」、
山
陽
道
を
通
行

し
た
長
崎
上
使
の
休
泊
記
録
で
あ
る
「
下
宿
帳
」、
そ
し
て
こ
の
迎
接
で
の
負

担
を
記
録
し
た
「
金
銭
・
人
馬
」
の
各
種
史
料
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
表
に
整

理
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
ち
ょ
う
ど
瀬
戸
内
海
路
を
め
ぐ
る
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
に
変
化
が
生
じ
た
天
明
～
寛
政
年
間
の
分
も
含
ん
で
い

る
。
よ
っ
て
「
八
原
」
と
照
合
・
総
合
し
て
い
く
こ
と
で
、
当
時
の
変
化
を
よ

り
広
域
的
な
視
点
で
か
つ
詳
細
に
解
析
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、本
稿
で
は
、筆
者
自
身
も
関
係
す
る
近
世
交
通
路
を
め
ぐ
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
研
究
が
い
か
に
深
化
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

「
八
原
」
所
収
「
御
用
日
記
」
の
翻
刻
版
史
料
集
が
初
め
て
公
刊
さ
れ
た

一
九
八
五
年
以
降
の
、
関
係
す
る
研
究
の
動
向
を
整
理
し
て
み
た
。
要
す
る
に

そ
こ
か
ら
提
起
し
た
い
の
は
、
ほ
か
の
研
究
成
果
あ
る
い
は
史
料
の
内
容
と
照

合
・
総
合
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
当
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
像
を
正
し
く

捉
え
て
い
く
姿
勢
の
重
要
性
で
あ
る
。
今
後
は
、
い
き
な
り
広
範
囲
で
取
り
組

も
う
と
す
る
の
で
は
な
く
「
八
原
」
と
「
石
井
」
と
に
つ
い
て
な
ど
の
よ
う
に
、

す
ぐ
に
克
服
で
き
る
身
近
な
課
題
か
ら
順
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
が
、
適
当
だ

と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
は
研
究
動
向
の
整
理
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
は
、

本
稿
か
ら
見
え
た
課
題
に
も
と
づ
く
史
料
実
証
の
成
果
を
、
順
次
積
極
的
に
公

表
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）　
久
留
島
浩
《
研
究
ノ
ー
ト
》「
盛
砂
・
蒔
砂
・
飾
り
手
桶
・
箒
―
近
世

に
お
け
る
『
馳
走
』
の
一
つ
と
し
て
―
」（『
史
学
雑
誌
』
九
五
―
八
号
、

一
九
八
六
年
）。
近
世
に
お
け
る
馳
走
と
は
、
藩
・
宿
・
村
な
ど
の
迎
接
主

体
が
通
行
者
を
迎
接
す
る
た
め
の
、
準
備
に
始
ま
る
一
連
の
行
為
を
意
味
す

る
（『
旅
と
街
道
』〔
光
村
図
書
、
一
九
八
五
年
〕
六
八
頁
、
ほ
か
）。
要
は
、

対
象
と
す
る
通
行
者
の
到
着
予
定
日
時
を
把
握
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
接
待

の
準
備
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
久
留
島
氏
は
、実
際
に
は「
藩

か
ら
の
『
御
馳
走
』
―
町
・
村
で
の
『
馳
走
』
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
」

と
、
説
明
し
た
。
本
稿
は
も
っ
ぱ
ら
前
者
に
注
目
す
る
も
の
だ
が
、
本
文
中

で
は
「
馳
走
」
と
、
統
一
表
記
し
て
い
る
。

（
２
）　
丸
山
雍
成
編
『
日
本
の
近
世
』
第
六
巻

　
情
報
と
交
通
（
中
央
公
論
社
、
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十
五

一
九
九
二
年
）
五
三
～
五
六
頁
（
同
氏
執
筆
「
近
世
情
報
化
社
会
の
形
成
」）

（
３
）　
た
と
え
ば
、
藪
内
吉
彦
「
東
海
道
守
口
駅
の
御
用
状
継
立
の
変
遷
過
程

―
継
飛
脚
よ
り
郵
便
へ
―
」（『
交
通
史
研
究
』
四
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な

ど
。

（
４
）　
公
儀
浦
触
の
概
要
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
水
本
邦
彦《
研
究
余
録
》「
公

儀
浦
触
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
一
号
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「〈
公

儀
浦
触
〉
発
給
の
諸
段
階
」（
朝
尾
直
弘
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家

の
史
的
特
質
』
近
世
・
近
代
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
５
）　
日
本
近
世
の
情
報
史
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
髙

部
淑
子
「
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
情
報
」（『
歴
史
評
論
』
№

六
三
〇
、二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　『
社
会
経
済
史
学
会
中
国
四
国
部
会
「
会
報
」』
三
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）

（
７
）　
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ
る
公
用
通
行
者
用
休
泊
施
設
の
分
布
状
況
に
つ
い

て
は
、
一
九
七
〇
～
九
〇
年
代
発
行
の
関
係
各
自
治
体
史
誌
で
若
干
概
説
さ

れ
た
の
ち
、
東
昇
「
瀬
戸
内
海
の
本
陣
と
御
茶
屋
」（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

物
館
編
『
海
道
を
ゆ
く
―
江
戸
時
代
の
瀬
戸
内
海
―
』、
一
九
九
九
年
）
な

ど
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

（
８
）　『
中
島
町
誌
』（〔
愛
媛
県
温
泉
郡
〕
中
島
町
役
場
）
二
七
五
頁

（
９
）　
石
丸
和
雄
「
八
原
家
御
用
日
記
を
読
ん
で
」
上
（『
伊
予
史
談
』

二
八
六
号
、
一
九
九
二
年
）
や
玉
井
建
也
「
朝
鮮
通
信
使
へ
の
接
待
と
情
報

収
集
―
伊
予
国
津
和
地
島
を
中
心
と
し
て
―
」（『
地
方
史
研
究
』
三
四
一
号
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
の
説
明
内
容
を
総
合
す
れ
ば
、
松
山
藩
の
郡
奉
行
は
明

和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
欠
役
と
な
っ
て
天
明
七
年
に
復
活
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
に
再
び
欠
役
と
な
っ
て
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
復
活
。

同
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
再
々
度
欠
役
と
な
っ
た
の
ち
は
、
そ
の
ま
ま
幕

末
に
い
た
っ
て
い
る
。

（
10
）　
玉
井
建
也
「
朝
鮮
通
信
使
・
琉
球
使
節
通
航
と
情
報
・
接
待
・
応
対
―

伊
予
国
津
和
地
島
を
事
例
と
し
て
―
」（『
風
俗
史
学
』
三
六
号
、
二
〇
〇
七

年
）

（
11
）　
拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
交
通
と
津
和
地
―
御
茶
屋
設
立

年
へ
の
検
討
を
通
じ
て
―
」（『
伊
予
史
談
』
三
四
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
12
）　
東
昇
《
解
題
》「
八
原
家
文
書
解
題
」（『「
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
資

料
目
録
」
第
七
集

　
武
家
文
書
目
録
』、
二
〇
〇
〇
年
）

（
13
）　
中
島
町
八
原
家
御
用
日
記
刊
行
会
、
一
九
八
五
・
八
七
年

（
14
）　
前
掲
註
（
12
）
東
昇
「
八
原
家
文
書
解
題
」

（
15
）　
最
近
で
は
、当
該
部
門
が
開
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
の
な
か
で
、

所
蔵
史
料
の
目
録
の
み
な
ら
ず
筆
写
本
の
撮
影
写
真
ま
で
公
開
さ
れ
、
閲
覧

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、こ
れ
ら
の
筆
写
本
は
、た
と
え
ば
「
八

原
」
所
収
「
御
用
日
記
」
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
分
（「
八
原
家
日
記
」

同
年
、
所
蔵
番
号
：
九
州
文
化
史
Ｄ
―
九
五
）
に
つ
い
て
「
昭
和
八
年
一
學

期
　
国
史
演
習

　
昭
和
八
年
四
月
入
学
（
学
生
名
省
略
）」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
当
時
の
九
州
帝
国
大
学
の
学
生
が

演
習
授
業
の
な
か
で
作
成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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十
五

一
九
九
二
年
）
五
三
～
五
六
頁
（
同
氏
執
筆
「
近
世
情
報
化
社
会
の
形
成
」）

（
３
）　
た
と
え
ば
、
藪
内
吉
彦
「
東
海
道
守
口
駅
の
御
用
状
継
立
の
変
遷
過
程

―
継
飛
脚
よ
り
郵
便
へ
―
」（『
交
通
史
研
究
』
四
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な

ど
。

（
４
）　
公
儀
浦
触
の
概
要
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
水
本
邦
彦《
研
究
余
録
》「
公

儀
浦
触
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
一
号
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「〈
公

儀
浦
触
〉
発
給
の
諸
段
階
」（
朝
尾
直
弘
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家

の
史
的
特
質
』
近
世
・
近
代
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
５
）　
日
本
近
世
の
情
報
史
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
髙

部
淑
子
「
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
情
報
」（『
歴
史
評
論
』
№

六
三
〇
、二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　『
社
会
経
済
史
学
会
中
国
四
国
部
会
「
会
報
」』
三
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）

（
７
）　
瀬
戸
内
海
域
を
め
ぐ
る
公
用
通
行
者
用
休
泊
施
設
の
分
布
状
況
に
つ
い

て
は
、
一
九
七
〇
～
九
〇
年
代
発
行
の
関
係
各
自
治
体
史
誌
で
若
干
概
説
さ

れ
た
の
ち
、
東
昇
「
瀬
戸
内
海
の
本
陣
と
御
茶
屋
」（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

物
館
編
『
海
道
を
ゆ
く
―
江
戸
時
代
の
瀬
戸
内
海
―
』、
一
九
九
九
年
）
な

ど
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

（
８
）　『
中
島
町
誌
』（〔
愛
媛
県
温
泉
郡
〕
中
島
町
役
場
）
二
七
五
頁

（
９
）　
石
丸
和
雄
「
八
原
家
御
用
日
記
を
読
ん
で
」
上
（『
伊
予
史
談
』

二
八
六
号
、
一
九
九
二
年
）
や
玉
井
建
也
「
朝
鮮
通
信
使
へ
の
接
待
と
情
報

収
集
―
伊
予
国
津
和
地
島
を
中
心
と
し
て
―
」（『
地
方
史
研
究
』
三
四
一
号
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
の
説
明
内
容
を
総
合
す
れ
ば
、
松
山
藩
の
郡
奉
行
は
明

和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
欠
役
と
な
っ
て
天
明
七
年
に
復
活
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
に
再
び
欠
役
と
な
っ
て
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
復
活
。

同
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
再
々
度
欠
役
と
な
っ
た
の
ち
は
、
そ
の
ま
ま
幕

末
に
い
た
っ
て
い
る
。

（
10
）　
玉
井
建
也
「
朝
鮮
通
信
使
・
琉
球
使
節
通
航
と
情
報
・
接
待
・
応
対
―

伊
予
国
津
和
地
島
を
事
例
と
し
て
―
」（『
風
俗
史
学
』
三
六
号
、
二
〇
〇
七

年
）

（
11
）　
拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
交
通
と
津
和
地
―
御
茶
屋
設
立

年
へ
の
検
討
を
通
じ
て
―
」（『
伊
予
史
談
』
三
四
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
12
）　
東
昇
《
解
題
》「
八
原
家
文
書
解
題
」（『「
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
資

料
目
録
」
第
七
集

　
武
家
文
書
目
録
』、
二
〇
〇
〇
年
）

（
13
）　
中
島
町
八
原
家
御
用
日
記
刊
行
会
、
一
九
八
五
・
八
七
年

（
14
）　
前
掲
註
（
12
）
東
昇
「
八
原
家
文
書
解
題
」

（
15
）　
最
近
で
は
、当
該
部
門
が
開
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
の
な
か
で
、

所
蔵
史
料
の
目
録
の
み
な
ら
ず
筆
写
本
の
撮
影
写
真
ま
で
公
開
さ
れ
、
閲
覧

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、こ
れ
ら
の
筆
写
本
は
、た
と
え
ば
「
八

原
」
所
収
「
御
用
日
記
」
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
分
（「
八
原
家
日
記
」

同
年
、
所
蔵
番
号
：
九
州
文
化
史
Ｄ
―
九
五
）
に
つ
い
て
「
昭
和
八
年
一
學

期
　
国
史
演
習

　
昭
和
八
年
四
月
入
学
（
学
生
名
省
略
）」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
当
時
の
九
州
帝
国
大
学
の
学
生
が

演
習
授
業
の
な
か
で
作
成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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十
六

（
16
）　
吉
川
弘
文
館
、
二
三
七
～
二
五
七
頁

（
17
）　『
ぐ
ん
ま
史
料
研
究
』
十
一
号

（
18
）　「
海
上
の
道
―
九
州
・
四
国
の
海
路
と
海
運
―
」（『
太
陽
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
「
地
図

　
江
戸
・
明
治
・
現
代
」』
三
号
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）

（
19
）　
井
上
淳
氏
を
代
表
者
と
す
る
こ
う
し
た
研
究
活
動
は
、
財
団
法
人

　
福

武
学
術
文
化
振
興
財
団
に
よ
る
二
〇
〇
七
年
度
「
瀬
戸
内
海
文
化
研
究
・
活

動
支
援
助
成
」
の
助
成
金
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
成
果
報
告
は
、

井
上
淳
「
近
世
越
智
島
地
域
に
お
け
る
御
用
日
記
の
総
合
的
研
究
―
流
動
す

る
人
・
物
・
情
報
―
」（
研
究
番
号
：
〇
七
―
〇
三
〇
）（
財
団
法
人

　
福
武

学
術
文
化
振
興
財
団
編
『
第
三
回

　
瀬
戸
内
海
文
化
研
究
・
活
動
支
援
助
成

報
告
書
』、
二
〇
〇
九
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　『
御
觸
書
天
保
集
成
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
〔
第
三
刷
〕）

八
五
一
～
八
五
二
頁
（
六
五
二
五
号
）

（
21
）　「
海
防
論
と
東
ア
ジ
ア
―
対
外
危
機
と
幕
藩
制
国
家
―
」（『
講
座

　
日

本
近
世
史
』
七

　
開
国
、
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）、「
近
代
の
胎
動
」（『
日

本
の
時
代
史
』
十
七

　
近
代
の
胎
動
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

（
22
）　「
外
圧
期
に
つ
い
て
」（『
関
東
近
世
史
研
究
』
三
〇
号
、
一
九
九
一
年
）

（
23
）　「
寛
政
期
の
幕
府
海
防
政
策
と
北
部
九
州
水
域
」（『
海
事
史
研
究
』

六
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
24
）　「
寛
政
期
の
萩
藩
毛
利
家
に
お
け
る
海
防
問
題
」（『
山
口
県
史
研
究
』

十
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）

（
25
）　『
幕
末
期
対
外
関
係
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
五
五
～

五
六
頁

（
26
）　『
財
団
法
人

　
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
「
研
究
紀
要
」』
一
号

（
27
）　
前
掲
註
（
４
）
水
本
邦
彦
「〈
公
儀
浦
触
〉
発
給
の
諸
段
階
」

（
28
）　『
交
通
史
研
究
』
五
九
号

（
29
）　『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
一
七
号

（
30
）　
飯
沼
雅
行
「
朝
鮮
通
信
使
・
琉
球
使
節
通
航
時
の
綱
引
助
郷
―
摂
河
両

国
を
中
心
に
―
」（『
交
通
史
研
究
』
五
四
号
）。
そ
の
ほ
か
二
〇
〇
九
年
以

前
で
は
、
同
「
幕
府
広
域
役
の
実
現
過
程
に
見
る
個
別
領
主
と
地
域
―
琉
球

使
節
綱
引
組
合
大
塚
組
の
事
例
―
」（『
地
方
史
研
究
』
三
二
四
号
、

二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（
31
）　『
交
通
史
研
究
』
七
二
号

（
32
）　
こ
の
史
料
群
は
、渡
邉
和
夫
監
修
『
山
陽
道
矢
掛
宿
本
陣

　
石
井
家
「
御

用
留
帖
」（
全
三
五
冊
）』（
矢
掛
町
、
二
〇
〇
九
年
）
と
し
て
翻
刻
・
刊
行

さ
れ
て
い
る
が
、
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
古
文
書
室
（
矢
掛
町
）
あ
る
い
は

岡
山
県
立
博
物
館
（
岡
山
市
）
で
、
原
文
と
の
校
合
が
可
能
で
あ
る
。

［
付
記
］　
本
稿
は
、
独
立
行
政
法
人

　
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
二
四
年
度

（
二
〇
一
二
）『
科
学
研
究
費
補
助
金
』
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
漂
着
異
国
人
長
崎

移
送
へ
の
藩
の
経
済
的
負
担
を
と
お
し
て
見
る
江
戸
幕
藩
体
制
」（
課
題
番
号
：

二
四
七
二
〇
二
九
六
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
分
で
あ
る
。
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A Research Trend in Information Network of Traffic  
Route in Early Modern Times

― On the Area between Osaka（大坂）and Kyushu ―

Toshihiro KAMOGASHIRA

　　� In the 2000s, studies in information network in Seto-Naikai in early modern times through 

the use of ancient documents named “yahara-ke-monjyo（八原家文書）” in the Museum of Ehime 

History and Culture are advancing.  These documents are official-business records written by a 

whole family that were working at an “O-chaya（御茶屋）” (an accommodation for senior bureau-

crat) directly managed by Iyo-Matsuyama-clan managed directly.  By analysis of the documents, I 

have explained about its network function in the second half of the 18th century.

　　�Based on such experiences and the research trend, I tried to find out a future clear view about 

the study method of the relations among the Edo Shogunate, a feudal clan and a community.
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